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第１章 計画の策定にあたって 

 

１ 計画策定の趣旨  

 

本市では、令和 4（2022）年 3月に教育基本法に基づき策定された、本市の

教育振興基本計画である「第２期教育の振興に関する施策の大綱」（以下「第

２期教育大綱」という。）を定めました。 

第２期教育大綱では、学校教育と社会教育の２本柱を核に、子どもから大人

まで「ふるさとさばえに自信と誇りの持てる教育」を推進し、教育による持続

可能な「笑顔があふれるめがねのまちさばえ」の実現に向けて取り組んでいま

す。 

この間、少子化による人口減少、急速な高齢化、グローバル化の進展、新型

コロナウイルス感染症の流行等により、社会環境が大きく変化する中、本市に

おいても、地域経済の縮小や地方財政の悪化、地域の伝統行事等の担い手の減

少、人と人とのつながりの希薄化による社会的孤立の拡大など、様々な課題に

直面しています。 

「人生１００年時代」において、誰一人取り残されず、行政と市民が同じビ

ジョンを持って社会教育・生涯学習を推進し、すべての市民が生涯を通じたウ

ェルビーイングを実現するため、「鯖江市社会教育・生涯学習推進計画」を策

定します。 

  

 

ウェルビーイング（well-being）とは、個人的な状況評価や感情の状態を表す「幸せ

（hapiness）」とは異なり、個人のみならず個人を取り巻く「場」が持続的によい状態で

あることまでを含む包括的な概念として用いるものです。また、ウェルビーイングは、

国・集団・地域における文化的な背景や価値観と関連するものです。 

例えば、自らの人生が理想的な状況にあること等に満足感を持つ「獲得的幸福観」と、

身近な周りの人との良好な関係性がありそれが安定的に維持されていること等に満足

感を持つ「協調的幸福観」のどちらをより重視するかなど、国や地域の文化が異なれば、

そこで暮らす個人・集団にとってのウェルビーイングの捉え方も異なることから、多様

なウェルビーイングの求め方が認められる必要があります。 

（参考：令和 4 年 7 月 12 日中央教育審議会教育振興基本計画部会配布資料） 

ウェルビーイングとは 
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２ 計画の位置付け  

 

本計画は、「鯖江市デジタル田園都市構想総合戦略」（以下「総合戦略」とい

う。）を上位計画とし、「第２期教育大綱」と令和 6（2024）年 1月に鯖江市社

会教育委員会から提出された答申（「第２期教育の振興に関する施策の大綱」

の実現に向けた新しい社会教育・生涯学習の推進について）の方向性を踏まえ

つつ、人口減少時代における社会教育・生涯学習の推進に向けた基本的な考え

方や具体的な取り組み・施策等を明示し、本市における総合的な社会教育・生

涯学習に関する指針とするものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 計画の期間  

 

令和 7（2025）年度から令和 11（2029）年度までの５年間とします。 
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４ 計画の方向性  

 

本計画は、総合戦略のコンセプトである「世界的視野で考え、地域で行動す

る『めがねのまちさばえ』」を見据えつつ、第２期教育大綱の基本理念である

「ふるさとさばえに自信と誇りの持てる教育」を将来像とし、「人づくり・つ

ながりづくり・地域づくりの好循環」を基本目標と定め、個人や地域社会の持

続可能な発展とウェルビーイングの実現を目指します。 

 そして、「教育は、個人を豊かにすることに始まり、社会を豊かにすること

を目指す」ことを、社会教育・生涯学習に関わるすべての人たちが共有すべき

指針に掲げ、教育によって得られた知識やスキルを地域社会で発揮できる機会

をつくることで個人の成長を促し、その成長を通じて高められた課題解決意識

をもって、持続可能な社会づくりの当事者（プレーヤー）となって行動してい

く地域風土を醸成していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ふるさとさばえに 

自信と誇りの 

持てる教育 

人づくり・つながりづくり・地域づくりの好循環 

教育は、個人を豊かにすることに始まり、 

        社会を豊かにすることを目指す 

世界的視野で考え、 

地域で行動する 

「めがねのまちさばえ」 
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第２章 社会教育と生涯学習について 

 

１ 生涯学習の基本的な役割  

 

教育基本法第３条においては、「国民一人ひとりが、自己の人格を磨き、豊か

な人生を送ることができるよう、その生涯にわたって、あらゆる機会に、あらゆ

る場所において学習することができ、その成果を適切に生かすことのできる社

会、すなわち、生涯学習社会の実現が図られなければならない」ことが生涯学習

の理念とされています。 

生涯学習は、一人ひとりがより豊かな人生を送ることができるよう、個人の自

発的意思に基づいて行うことを基本として、生涯を通じて行うものです。ＶＵＣ

Ａ（ブーカ）の時代とも呼ばれる、将来が予測困難な時代において、社会参画を

果たしていくためには、児童期や青年期に学校教育を受けた後も、職業や生活に

必要な知識を身に付けるために、生涯学習は人生の諸段階に応じて必要となる

ものであり、いわば個人の人生を支え、自己実現を図る上で、重要な役割を果た

すものであるといえます。 

また、生涯学習においては、多様な年代、多彩な属性の他者と共に学ぶことも

多く、そうした他者との関係性の中でより豊かな学びにつながるものであるこ

とからも、ウェルビーイングの実現と密接不可分なものと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

VUCA（ブーカ）とは、変動性（Volatility）、不確実性（Uncertainty）、複雑性

（Complexity）、曖昧性（Ambiguity）の頭文字を取ったもので、先行きが不透明で予測

困難な現代社会の特徴を表しています。 

中央教育審議会（中教審）では、VUCA の時代において児童および生徒一人ひとり

に応じた教育や協働的な問題解決力の育成、探究型の教育を通じて創造力や課題解決

能力を養うことの重要性が示されています。 

社会教育・生涯学習を推進し続けていくことは、変化の激しい VUCA の時代に対応

できる柔軟な人材を育成し、未来の社会をより良くするための鍵であるといえます。 

ＶＵＣＡ（ブーカ）の時代 
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２ 社会教育の基本的な役割  

 

本来、社会教育は、地域コミュニティの構成員である住民が共に学ぶものであ

り、地域社会の発展や改善を目指して行われる活動や取り組みという性格を強

く持っています。 

また、社会教育においては、学校教育で取り扱われる内容に留まらない、社会

の変化に即応した様々なテーマを幅広く学ぶことができます。住民が主体的に

学ぶ意思を持ち、また教え学び合う当事者となり、その学習の成果が地域におけ

る活動に還元されるような循環が社会教育において生まれることが期待される

ものです。 

近年、防災、福祉、環境、産業振興など、広義のまちづくり・地域づくりに関

する多様な行政分野において、その政策課題・地域課題の解決に向けて、関係各

課が地域コミュニティに関する事業を展開しています。 

本市において社会教育を活性化することは、地域における課題解決を支える

という点で重要です。未来志向的に「こうありたい自分、こうありたい地域の姿」

を考え、行政だけでなく、企業や大学、まちづくり団体、個人など地域のさまざ

まなステークホルダーと連携し、そのために必要な学びとその成果が循環する

社会教育を基盤とした地域コミュニティを形成することこそが、社会教育の役

割といえます。 

 

 

 

  

社会教育について 

（出典：文部科学省 中央教育審議会教育振興基本計画部会資料） 
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第３章 国・県の動向 

 

１ 国の動向  

 

(1) 教育基本法の改正 

平成 18（2006）年に約 60 年ぶりに教育基本法が改正され、新たに「生涯学

習の理念」（第３条）が明記されるとともに、学校、家庭及び地域住民等の連

携・協力等、学校教育のみならず生涯学習、社会教育関係の規定の充実が図ら

れました。 

 

(2) 教育振興基本計画 

 改正教育基本法の第 17 条において、国は、教育の振興に関する施策の総合

的かつ計画的な推進を図るため、教育の振興に関する施策についての基本的な

方針及び講ずべき施策その他必要な事項について、基本的な計画を策定するこ

ととされ、平成 20（2008）年以降、４期にわたり教育振興基本計画が定められ

ています。 

令和 5（2023）年 6月に策定された第４期教育振興基本計画では、めまぐる

しく変化する社会で、一人ひとりが社会の担い手となること、そして、社会全

体のウェルビーイングの向上を目指し、「持続可能な社会の創り手の育成」と

「日本社会に根差したウェルビーイングの向上」を２つのコンセプトに、基本

的な方針と教育政策の目標が示されました。 

基本的な方針には「グローバル化する社会の持続的な発展に向けて学び続け

る人材の育成」、「誰一人取り残されず、全ての人の可能性を引き出す共生社会

の実現に向けた教育の推進」、「地域や家庭で共に学び支え合う社会の実現に向

けた教育の推進」等が掲げられたほか、「生涯学び、活躍できる環境整備」、

「地域コミュニティの基盤を支える社会教育の推進」が目標として記載されて

おり、今後５年間、国、地方公共団体、民間等が一丸となって、個人の学習機

会の保障、生涯学習の環境整備を図っていくことが求められています。 
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(3) 中央教育審議会生涯学習分科会における議論の整理 

中央教育審議会生涯学習分科会とは、文部科学省が設置した委員会の一部

で、主に社会教育や生涯学習に関する政策や方針を検討するための組織です。

過去の議論の内容は以下の通りです。 

 

①第８期（平成 25（2013）年１月） 

第８期では、生涯学習の振興や社会教育の推進に関する基本方針が議論され

ました。特に、地域社会における教育活動の支援や、国民が生涯を通じて学び

続けるための方策が検討されました。 

 

②第９期（平成 30（2018）年 12 月） 

第９期では、生涯学習の振興や社会教育の推進に関する議論が行われまし

た。具体的には、地域社会における教育活動の支援や、国民が生涯を通じて学

び続けるための方策が検討されました。第９期は、これ以降の議論の柱とな

り、社会教育・生涯学習の方向性を示す重要な基盤となっています。 

 

③第 10 期（令和 2（2020）年 9月） 

第 10 期では、急速に変化する社会に対応するための生涯学習・社会教育の

役割について議論が行われました。ウェルビーイングや社会的包摂の実現、デ

ジタル社会への対応などが重要なテーマとなりました。 

 

④第 11 期（令和 4（2022）年 8月） 

第 11 期では、生涯学習・社会教育が果たしうる役割や今後の振興方策につ

いて議論が行われました。特に、地域コミュニティの基盤づくりやデジタル社

会への対応が強調されました。 

 

⑤第 12 期（令和 6（2024）年 6月） 

第 12 期では、リカレント教育の推進や外国人の日本語学習とともに社会教

育人材の養成と活躍について議論が行われました。今後の展望として、デジタ

ル技術を活用した生涯学習の推進や、すべての人が学び続けることができる社

会の構築（社会的包摂の実現）が示されました。 
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(4) 持続可能な開発目標（SDGs）への対応 

 持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development Goals）とは、平成

27（2015）年 9 月に国連サミットにおいて、全会一致で採択された国際目標で

あり、令和 12（2030）年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標で

す。17 のゴール、169 のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さ

ない（leave no one behind）」ことを誓っています。 

また、人類が将来の世代にわたり恵み豊かな生活を確保できるよう、身近な

ところから取り組む（think globally, act locally）ことで、問題の解決に

つながる新たな価値観や行動等の変容をもたらし、持続可能な社会を実現して

いくことを目指して行う学習・教育活動（ESD：Education for Sustainable 

Development）の推進が必要とされています。 

 

  

（出典：文部科学省ホームページ「持続可能な開発のための教育」） 

鯖江市は SDGs の達成に向けて、「ジェンダー
平等の実現」を軸に持続可能な地域の振興を目
指しています。 

めがねのまちさばえ SDGｓ推進シンボルマーク 
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２ 県の動向  

 

(1) 教育に関する大綱 

 県では、県の教育、学術及び文化の振興に関する施策の基本的な方針である

「教育に関する大綱」を令和元（2019）年 10 月に策定しました。 

これに基づき、県では、全国に先駆けて一人一台のタブレット端末を配備

し、子どもたちの主体的で協働的な学びにつなげるとともに、探究学習やプレ

ゼンテーション教育など、これからの時代に必要な資質・能力の育成、さらに

は、新たな学科・コースの創設など県立高校の魅力化を進めてきました。 

その後、令和 6（2024）年 10 月に改定が行われ、「一人ひとりの個性が輝

く、ふくいの未来を担う人づくり～子どもが主役の「夢と希望」「ふくい愛」

を育む教育の推進～こどものためにアクション！」を基本理念とし、子ども一

人ひとりの個性を「引き出す教育」や、探究心を持ち、学びを「楽しむ教

育」、郷土の歴史、自然、文化、人々等とつながり学ぶ「ふるさと教育」を進

め、子ども一人ひとりを大切にする「子どもが主役の教育」を推進していま

す。また、教育が目指すべき人間像として、以下の３つを示し、学校、家庭、

地域がそれぞれの役割を果たし、互いの信頼と協調のもと、子どもたちの成長

を社会全体で支えていくことを目指しています。 

 

＜県の教育が目指すべき人間像＞ 

１ 個性を発揮し、自らが思い描く人生を切り拓くために挑戦し続ける人 

２ 多様な人々の存在を認め、協働して新たな価値を生み出す人  

３ ふるさとや自然を愛し、いつどこにいても社会や地域に貢献する人 

 

 

(2) 福井県教育振興基本計画について  

県では、「教育に関する大綱」の具体的な施策のアクションプランとして

「福井県教育振興基本計画」を平成 23（2011）年 9月より策定しています。 

令和 7（2025）年 3月には「福井県教育振興基本計画（第４期）」を策定し、

「一人ひとりの個性が輝く、ふくいの未来を担う人づくり～子どもが主役の

「夢と希望」「ふくい愛」を育む教育の推進～」という基本理念のもと、下記

の４つの基本的な方針に沿って教育施策を進めています。 

 

＜「県が目指す教育の姿」の実現に向けた基本的な方針＞ 

方針１ 自らと福井の将来につなげる学びの推進 

方針２ 誰一人取り残されず、個性が尊重される学びの推進 

方針３ 人生を楽しく豊かにする学びの推進 

方針４ 基本となる環境づくり  
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第４章 本市を取り巻く現状と課題 

 

１ 少子化による人口減少、急速な高齢化  

 

鯖江市では、市制施行以来、順調に人口増加が続いてきましたが、平成 19

（2007）年以降から横ばい傾向となり、令和 4（2022）年は前年に比べて約

300 人の減少となっています。（次ページ・図１） 

また、人口を年齢区分別に見てみると、年少人口（0歳～14 歳）は、国の傾

向と同様に、減少傾向が続いています。生産年齢人口（15 歳～64 歳）は、平

成 17 年（2005）年までは増加していましたが、その後減少に転じ、平成 27

（2015）年以降は横ばい傾向となっています。 

老年人口（65 歳以上）は、医療技術の進歩等により、平均寿命が延びたこと

などから、一貫して増加を続けており、令和 2（2020）年の高齢化率（総人口

に占める老年人口の割合）は 27.6％に達しています。（次ページ・図２） 

 

このような少子化による人口減少、急速な高齢化により、労働力が不足し、

また消費者数なども減少することから、本市における経済成長が鈍化すること

が予想されます。また、地域経済が停滞すれば、本市の財政状況が悪化してい

き、やがて地域の活力が失われ、地域コミュニティが希薄化するなど、社会的

なつながりが弱まることで、孤立や孤独感が増し、地域そのものが持続できな

くなる恐れがあります。 

 

  

人口減少、少子高齢化が招く様々な影響 
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図１．鯖江市の人口推移 

 

【出典】住民基本台帳人口（毎年 10 月１日時点） 

 

 

図２．年齢３区分別の人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【出典】国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」 

 

 

  

（出典：鯖江市デジタル田園都市構想総合戦略） 
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２ 人生１００年時代の到来  

 

 健康寿命（健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間）

が伸び、「人生１００年時代」と言われる時代にあって、充実した人生を送る

には、必要な時に必要な学びを通じて成長し、心身の健康を保持しながら活動

できることが必要とされます。 

また、その一方で、世代間の格差やコミュニティの希薄化による高齢者の孤

立を解消するために、高年大学や地区公民館、地域団体などとの連携によって

多様な学びの機会や必要な情報を得ることが重要といえます。 

「人生１００年時代」は、全ての市民に活躍の場があり、全ての人が元気に

活躍し続けられる社会、安心して暮らすことのできる社会の形成が求められて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域ではぐくむ子どものびのび広場（河和田公民館） 

鯖江市高年大学学園祭での発表（鯖江市嚮陽会館） 
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３ 地域の伝統行事等の担い手の減少  

 

 地域における様々な伝統行事や伝統工芸品の技術の継承は、地域の歴史や文

化を象徴するものであり、これを次世代に伝えることで地域のアイデンティテ

ィを守ることができます。しかしながら、少子高齢化や都市部への人口流出な

どにより、地域住民の誇りや帰属意識が低下するとともに、地域活力の減退や

地域経済への影響が懸念されます。 

社会教育・生涯学習の推進により地域や企業が連携し地域の文化や技術を学

び、将来的に担い手となる人材を育成することで、若い世代の関心を引き出す

とともに、行事に参加したり技術を学べる機会を提供したりすることが重要で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ものづくりの体感型マーケット「ＲＥＮＥＷ」（うるしの里会館ほか） 

ふるさと鯖江の伝統踊りを継承する「さばえやっしきまつり」（本町通り） 
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４ 人と人とのつながりの希薄化による社会的孤立の拡大  

 

 新型コロナウイルスの感染拡大は、人々の生活に大きな影響を与えました。

特に、外出自粛やリモートワークの普及により、日常的な人との接触が減少

し、これにより、社会的孤立や孤独感などの課題が以前にも増して顕在化、深

刻化しています。 

今後、人と人とのつながりを保ち、孤立や孤独を防ぐためには、ソーシャル

メディアやオンラインコミュニティなどを積極的に活用し、地域社会での支え

合いや交流を促進する取り組みが重要です。 

「人づくり・つながりづくり・地域づくりの好循環」により、地区公民館等

を中心に、地域住民が主体となって支え合いの体制を築き、地域の課題解決に

取り組む意識の醸成が必要です。 

 

 

５ 本市を取り巻く社会教育・生涯学習の課題  

 

このような社会情勢の変化における本市の社会教育・生涯学習を取り巻く課

題については、令和６（2024）年１月に鯖江市社会教育委員会から鯖江市教育

委員会に提出された答申（「第２期教育の振興に関する施策の大綱」の実現に

向けた新しい社会教育・生涯学習の推進について）や本計画の策定委員会によ

るワークショップによって示された課題を以下のように抽出し、取り組むべき

事項を整理しました。 

 

 

 

 

 ・公民館利用者数の減少 

・若年層や勤労世代の公民館等施設の利用状況の低迷 

・社会教育関係団体等の会員の高齢化及び会員数の減少 

並びに活動の停滞 

・少子高齢化及び人口減少に伴う地域の衰退 

・社会教育・生涯学習関連施設・設備の老朽化 

・社会教育・生涯学習に関する情報発信の不足 

・幅広い世代の市民の学習ニーズへの対応 

本市の社会教育・生涯学習の課題 
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第５章 計画の策定 

 

１ 基本理念  

 

本計画は、令和 4（2022）年 3月に制定した「第２期教育大綱」の基本理念

である「ふるさとさばえに自信と誇りの持てる教育」を計画の基本理念としま

す。本市が育んできた豊かな自然や歴史・伝統・文化、先人の残した豊富な資

産や宝を活かし、子どもから大人まで、ふるさとさばえに自信と誇りの持てる

教育を推進します。 

 

２ 総合戦略のコンセプト  

 

 

 

 

総合戦略のコンセプトで使われる「めがね」という言葉は、眼鏡産業だけを

指すものではなく、繊維や漆器、農業などの「ものづくり」はもとより、これ

らの産業を支えてきた女性の活躍や、歴史、伝統、文化、自然、環境、市民性

など鯖江市固有の地域資源のすべてを象徴するものです。 

「めがねのまちさばえ」の知名度が大きく向上した今、先人たちによって

脈々と受け継がれ、これまで鯖江市を形づくってきたこれらの地域資源にさら

に磨きをかけ、自信をもって世界に発信するとともに、ＳＤＧｓの達成や、ゼ

ロカーボンシティ＊１の実現、ダイバーシティ＊２の推進など、世界的視野で物

事を考え、それを、この鯖江の地で行動に移していくことが大切です。「世界

的視野で考え、地域で行動する」ことで、多様な人々が集まり、経済、社会、

環境の好循環が生まれ、停滞することなく、常に新しいものが生まれ続ける持

続可能なまちを創り上げていくことを目指します。 

＊１ ゼロカーボンシティ（英語：Zero-carbon city） 
令和 32（2050）年までに二酸化炭素（温室効果ガス）排出量「実質ゼロ」の実現を目指す旨

を表明した地方自治体のこと。本市では令和 3（2021）年 5 月 20 日にゼロカーボンシティ宣

言している。 

＊２ ダイバーシティ（英語：diversity） 
多様性を意味し、年齢、性別、人種、宗教、趣味嗜好など様々な属性の人が、組織や集団に

おいて共存している状態のこと。 
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３ 市長部局等との連携  

 

市民生活や教育を取り巻く環境が多様化・複雑化する中、市民一人ひとりが

幸せな生活を送るためには、新たな時代に対応しながら、住民自らが地域運営

の担い手として主体的に関わることが重要です。 

本計画では、教育委員会だけでは対応しきれない分野の課題について、市長

部局等とも積極的な連携を行うことにより、幅広い世代の市民を対象に社会教

育・生涯学習の振興を図るとともに、企業や大学、まちづくり団体、個人など

地域のさまざまなステークホルダーと連携することで、本市における社会教育

の担い手の拡大に努めます。 

 

 

４ 鯖江市民主役条例の精神  

 

市長部局等と連携して本市の社会教育・生涯学習を推進していく中におい

て、平成 22（2010）年に制定された「鯖江市民主役条例」との整合を図りま

す。 

これによって、市民が市政に主体的な参加を果たし、未来に夢と希望、そし

て自信と誇りの持てるふるさとさばえの実現に向け、市民と市が共に汗を流す

という意志と、それを実現するために市の施策の基本となる事項を定めること

により、「教育は、個人を豊かにすることに始まり、社会を豊かにすることを

目指す」ことを指針に掲げ、「自分たちのまちは自分たちがつくる」という市

民主役のまちづくりを推進します。  

市民活動に取り組む個人・団体を称える「さばえ市民主役アワード」 
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５ 基本目標と３つの基本施策  

 

本計画では、今後５年間に、本市が取り組むべき社会教育・生涯学習施策の

基本目標である「人づくり・つながりづくり・地域づくりの好循環」を達成す

るための方向性を３つの基本施策に整理します。 

あわせて、それぞれの基本的方向ごとに実現を目指す施策を位置付けます。 

 

(1) 基本目標の考え方 

社会教育を基盤として、「人づくり」「つながりづくり」「地域づくり」の好

循環を実現することで、個人を豊かにし、そしてつながりをつくり、それが地

域を豊かにする、この循環を創造していこうとするものです。 

 

(2) ３つの基本施策について 

①「人づくり」のための学びの提供 

生涯学習を通じた「人づくり」の推進に向け、現代的課題を追究するととも

に、時代の流れ（人生１００年時代、多様化、ＩＣＴの活用等）に合わせた学

習機会のあり方を検討し、様々な年代の市民の学習活動を総合的に支援するた

めの取り組みを推進します。 

 

②学びを広げ、深める「つながりづくり」のための環境整備 

学びの場はもとより、誰もが学びやすい環境の充実を図るべく、生涯学習推

進体制の整備と、生涯学習関連施設の維持・管理や整備の方向性に係る取り組

みを推進します。 

 

③学びの成果を「地域づくり」に活かす仕組みづくり 

生涯学習を通じた「地域づくり」の推進に向け、学びの成果を地域に還元す

るとともに、コミュニティ形成やボランティア活動の推進に資するネットワー

クづくりに向けた取り組みを推進します。 
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６ 基本施策に位置付ける 11 の柱について  

 

第二期教育大綱で示された基本目標や社会教育委員会答申で示された施策を

もとに、基本施策の達成と、ウェルビーイングの実現を目指す 11 の柱を下記

のとおり位置付けます。 

また、「人づくり・つながりづくり・地域づくりの好循環」を生み出すため

には、「まなぶ」「つどう」「むすぶ」の実践の場である地区公民館を核とした

持続可能な社会教育と生涯学習の推進が非常に重要であり、これらの要素が互

いに影響し合い、好循環を生み出すことで、地域全体が活性化されます。 
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７ 施策の展開  

基本施策Ⅰ 「人づくり」のための学びの提供 

 

 

 

 

▼先人から受け継いだ郷土の歴史、伝統、文化、産業、自然、環境等について、体験

活動を推進し、子どもたちが自ら進んで学ぶふるさと学習や地域の人々とのふれあ

いを通して、ふるさとへの愛着と誇りを養うとともに、地域の課題と向き合い、地

域文化を受け継ぎ、発展させる重要な一員であるという自覚を育みます。 

▼社会的・職業的な自立に向けてキャリア教育の推進を図るとともに、ものづくり体

験、職場体験等を通して、地域産業の優れた技術や最先端技術による新分野への進

出を体感することで将来性を理解し、ふるさとさばえで働く意識を高める教育を進

めます。 

 

 

施策の柱 № 事業名（取り組みの名称） 担当セクション 

① ⑴ ふるさと教育の推進 学校教育課 

① ⑵ ふるさと鯖江の日 記念事業 市民主役推進課 

① ⑶ さばえやっしきまつり事業 生涯学習課 

① ⑷ 越前ものづくりの里プロジェクト 産業振興課 

① ⑸ アイウェアデザイナーの育成 産業振興課 

① ⑹ さばえ合同オープンカンパニー 産業振興課 
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施策の柱① ふるさとを学ぶ【位置付け事業一覧】 

№ 事業名（取り組みの名称） 主な事業概要 

⑴ ふるさと教育の推進 
【学校教育課】 

各小中学校に講師を招き、鯖江の自然や文化、伝
統、産業を学ぶことで、児童生徒が地域への愛着
を深め、将来の発展に貢献する意識とシビックプ
ライドを育てる。 

⑵ ふるさと鯖江の日 記念事業 
【市民主役推進課】 

鯖江市が誕生した 1955 年 1 月 15 日を記念して
制定。市民が参加と協働を通じて自信と誇りを持
てるふるさと鯖江を築くことを目指し、毎年様々
な記念イベントを開催している。 

⑶ さばえやっしきまつり事業 
【生涯学習課】 

やっしきまつりは、鯖江市で毎年開催される伝統
的な祭り。子どもやんしき踊りコンテストや伝統
やんしき踊りなどが行われる。伝統文化にふれあ
うことで地元への愛着を深めることが出来る。 

⑷ 
越前ものづくりの里プロジェク
ト 

【産業振興課】 

丹南地域の伝統工芸（越前漆器、越前和紙、越前
打刃物、越前焼、越前箪笥）のブランド力を高め、
産地が連携することで、魅力を広め、伝統工芸に
携わる若者を増やす。 

⑸ アイウェアデザイナーの育成 
【産業振興課】 

京都精華大学でアイウェアデザイン教育を受講し
た学生を対象に、市内の眼鏡製造企業や工場での
インターンシップを促し、次世代の「めがねのま
ちさばえ」を支える人材を育てることを目指す。 

⑹ 
さばえ合同オープンカンパニ
ー 

【産業振興課】 

市内外の高校生大学生、専門学校生など本市で働
くことに興味がある人材を対象に、合同のインタ
ーンシップを実施。市内企業の見学や説明を受け
る機会を促し、市域全体での雇用創出を図る。 
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基本施策Ⅰ 「人づくり」のための学びの提供 

 

 

 

 

▼子どもたちが安心して学校生活を送れるよう、自己肯定感の向上や友達同士で支え

合える人間関係づくりを進めるとともに、家庭や地域、関係機関等と連携しつつ、

いじめ防止や不登校対策などの生徒指導上の課題に組織的に取り組みます。 

▼豊かな人間性の育成をめざして、道徳教育の充実、人権意識の醸成に努めます。 

▼情報活用能力の育成を図るための環境を整えるとともに、ＩＣＴを活用した学習活

動の充実を通して、教育の情報化を進めます。また、グローバルな人材（地元の発

展に貢献できる人材や国際社会で活躍できる人材）育成に取り組みます。 

▼食育を通して、健康な心身の育成や伝統的な食文化の継承を図るとともに、食の恵

みに対する感謝の心や「食と環境」「地産地消」など社会的課題に向き合います。 

▼自らの命を守る防災教育を推進し、危険を予測し、回避する能力を高めるととも

に、通学路の危険箇所の点検・対策の実施等、安全対策を図ります。 

▼国連が定めた持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を理解する学習を取り入れ、身近な

ところから考え、自分事として行動するきっかけづくりを進めます。 

 

 

施策の柱 № 事業名（取り組みの名称） 担当セクション 

② ⑴ 男女共同参画啓発事業 ダイバーシティ推進・相談課 

② ⑵ 人権啓発事業 ダイバーシティ推進・相談課 

② ⑶ 消費生活啓発事業 ダイバーシティ推進・相談課 

② ⑷ さばえる女性活躍トスアップ ダイバーシティ推進・相談課 

② ⑸ 誰ひとり取り残さないつながりサポート ダイバーシティ推進・相談課 

② ⑹ さばえ SDGs フードロス削減の推進 ダイバーシティ推進・相談課 

② ⑺ 家事シェアの推進 ダイバーシティ推進・相談課 

② ⑻ 防災訓練（総合防災訓練、水防訓練）の実施 防災危機管理課 

② ⑼ 防災士による防災教育の実施 防災危機管理課 

② ⑽ 地域防災力育成セミナー 防災危機管理課 

② ⑾ 在住外国人・多文化共生 市民主役推進課 

② ⑿ 介護予防人材養成事業 ⾧寿福祉課 

② ⒀ 食育推進事業（学校における食育活動の推進） 農林政策課 

② ⒁ 読書困難者支援事業 文化の館 
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施策の柱② 生きる力を身につける【位置付け事業一覧】 

№ 事業名（取り組みの名称） 主な事業概要 

⑴ 男女共同参画啓発事業 
【ダイバーシティ推進・相談課】 

市民の男女共同参画に関する意識を高揚するた
め、さばえ男女共同参画ネットワークの組織を中
心に、夢みらい館・さばえとの連携を図りながら、
意識啓発と促進を図る。 

⑵ 人権啓発事業 
【ダイバーシティ推進・相談課】 

市民に向けて人権に関する理解を深め、差別や偏
見をなくすための活動を実施。人権擁護委員と連
携し、「人権教室」や「人権の花運動」「人権カル
タ」などを開催。 

⑶ 消費生活啓発事業 
【ダイバーシティ推進・相談課】 

消費者が自立した賢い消費者となるための知識や
スキルを身につけることを目的とした事業。学校
や地域での消費者教育や広報や出前講座等を実
施。 

⑷ さばえる女性活躍トスアップ 
【ダイバーシティ推進・相談課】 

女性が働きやすい職場環境を整えるためのアドバ
イザー派遣や認定制度の導入を支援するととも
に、セミナーやワークショップを通して、マイン
ドアップとスキルアップの機会を提供する。 

⑸ 
誰ひとり取り残さないつなが
りサポート 

【ダイバーシティ推進・相談課】 

女性が安心して相談でき、社会とのつながりを持
って孤立せずに生きていけるよう、市民団体等の
知見と経験を生かしたこころに寄り添ったきめ細
やかなサポート支援を実施する。 

⑹ 
さばえ SDGs フードロス削減
の推進 

【ダイバーシティ推進・相談課】 

消費者や事業者に対し、食品ロス削減のための行
動指標や先進事例の紹介をするなど、食品ロス削
減の推進を図る。また規格外や未利用農産物の利
用の促進を図る。 

⑺ 家事シェアの推進 
【ダイバーシティ推進・相談課】 

家庭生活の中で見えない家事を見える化し、家族
のライフスタイルに合った家事シェアを実現する
ことを推進することにより、誰かに負担が偏るこ
とのない家庭での共家事の実践を促す。 

⑻ 
防災訓練（総合防災訓練、水防
訓練）の実施 

【防災危機管理課】 

市や消防組合および広域的な応援協力機関と市民
が一体となって、総合防災訓練および水防訓練を
実施し、緊急避難や応急対策が迅速に行えるよう
災害時の初動体制を確立する。 

⑼ 防災士による防災教育の実施 
【防災危機管理課】 

市内防災士による親子参加型の防災学習講座や小
中学校・地域への防災出前講座（防育）、自主防災
組織を対象とした講座等を通じて、地域防災力の
向上を図る。 

⑽ 地域防災力育成セミナー 
【防災危機管理課】 

市民が災害時に迅速かつ効果的に対応できるよ
う、防災資機材や避難所での多様なジェンダー平
等など、防災知識や技術を学ぶ機会を提供し、地
域防災力の向上を目指す。 
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施策の柱② 生きる力を身につける【位置付け事業一覧】 

№ 事業名（取り組みの名称） 主な事業概要 

⑾ 在住外国人・多文化共生 
【市民主役推進課】 

異なる文化背景を持つ人々が共に生活し、互いに
理解し合い協力し合うことを目指し、地域におけ
る国際交流の促進や、啓発活動を行う。 

⑿ 介護予防人材養成事業 
【長寿福祉課】 

要介護者が住み慣れた地域で安心して暮らせるよ
う、介護予防サポーター養成研修および介護予防
サポーター育成研修を開催。本人や家族の応援者
である介護予防の人材を育成する。 

⒀ 
食育推進事業（学校における食
育活動の推進） 

【農林政策課】 

五味を理解し、和食や出汁について学ぶとともに、
月毎に旬の食材を小学校給食に提供する「鯖江和
膳」や年 2 回小中学校・保育所などの給食に地場
食材を提供する「地場産学校給食の日」を実施。 

⒁ 読書困難者支援事業 
【文化の館】 

視覚障がい者など、読書に困難を抱える方々が情
報にアクセスしやすくするため、点字（訳）図書
や録音（テープ・ＣＤ）図書、拡大読書器などを
活用し読書を楽しんでもらうことを目指す。 
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基本施策Ⅰ 「人づくり」のための学びの提供 

 

 

 

 

▼地域の幼児が気軽に遊びにくることができる地域に開かれた保育所（園）・幼稚園・

認定こども園づくりの取り組みを進めます。 

▼共生社会の実現に向けた特別支援教育を推進するとともに、障がいの有無や様々な

家庭環境に関わらず、すべての子どもたちの学びを社会全体で支える環境づくりに

努めます。 

▼すべての子どもたちが健やかに育ち、元気で就学していくために、家庭や地域との

連携による取り組みや、小学校との学びのつなぎを進め、幼児教育の環境整備に努

めます。 

 

 

施策の柱 № 事業名（取り組みの名称） 担当セクション 

③ ⑴ 子育てマイスター地域活動推進事業 こどもまんなか課 

③ ⑵ 地域で育む子育て支援ネットワーク こどもまんなか課 

③ ⑶ 子育てサポーター養成講座 こどもまんなか課 

③ ⑷ ハーフバースデイ事業 子育て支援センター 

③ ⑸ パパママ育児応援事業 子育て支援センター 

③ ⑹ 保育カウンセラー事業 保育・幼児教育課 

③ ⑺ さばえ幼児教育わくわくこども―しょん 保育・幼児教育課 

③ ⑻ こんにちは赤ちゃん事業 健康づくり課 

③ ⑼ 妊婦等包括相談支援事業 健康づくり課 

③ ⑽ 眼育（めいく）さばえプロジェクト 総合政策課 
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施策の柱③ 子育てと学校と地域を切れ目なくつなぐ【位置付け事業一覧】 

№ 事業名（取り組みの名称） 主な事業概要 

⑴ 
子育てマイスター地域活動推
進事業 

【こどもまんなか課】 

子育てに関する悩みや不安を抱えている子育て中
の保護者が、県が認定登録した子育てマイスター
と相談できる場を提供することで、子育て支援の
充実を図る。 

⑵ 
地域で育む子育て支援ネット
ワーク 

【こどもまんなか課】 

地域の実情に合わせた地区ぐるみの子育て支援の
あり方を協議し、関係団体、関係機関で実施して
いる事業を調整し、子育てしやすい環境づくりの
ため連携し協力し合い事業を展開する。 

⑶ 子育てサポーター養成講座 
【こどもまんなか課】 

地域で子育てを支援する人材（子育てサポーター）
を養成する講習会を開催し、受講修了者は子育て
マイスターやＣＯＳＡＰＯとして登録し、地域の
子育て支援活動先へつないでいく。 

⑷ ハーフバースデイ事業 
【子育て支援センター】 

生後６か月の乳児と家族を地区公民館に招待し、
同じ月齢の子どもを持つ子育て世帯同士の交流を
通して楽しみながら情報交換することで、地域に
て育児不安の解消を図る。 

⑸ パパママ育児応援事業 
【子育て支援センター】 

妊娠中または子育て中のパパママを対象に、パパ
ママ育児応援教室や新米パパママ教室にて、悩み
相談や育児に関するミニ講座・妊婦体操等を実施
する。 

⑹ 保育カウンセラー事業 
【保育・幼児教育課】 

臨床心理士などの保育カウンセラーが、定期的に
市内の保育所を訪問し、児童の心身の発達をサポ
ートすることで、発達相談・支援体制の充実を図
る。 

⑺ 
さばえ幼児教育わくわくこど
も―しょん 

【保育・幼児教育課】 

就学前児童を対象に児童劇の観劇等、本物に触れ
る体験の機会を創出することで、鯖江の子どもた
ちの豊かな感性と表現力の育成を図る。 

⑻ こんにちは赤ちゃん事業 
【健康づくり課】 

生後４か月までの乳児のいる家庭を保健師や助産
師が訪問、不安や悩みを聞くとともに、母子の心
身の状況や養育環境等を把握し、支援を必要とす
る家庭に対し適切なサービスの提供を行う。 

⑼ 妊婦等包括相談支援事業 
【健康づくり課】 

妊娠届出時より妊婦や子育て家庭に寄り添い、出
産・育児の見通しを立てるための面談や継続的な
情報発信等を行うことを通じて、伴走型相談支援
を実施する。 

⑽ 
眼育（めいく）さばえプロジェ
クト 

【総合政策課】 

地域の保育所や幼稚園と連携し、視力検査や健康
教育を実施するとともに、「めがねのまちさばえ」
から「眼育」の大切さを発信することで、目の健
康だけでなく、眼鏡・レンズの大切さも周知する。 
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基本施策Ⅰ 「人づくり」のための学びの提供 

 

 

 

 

▼家族の絆を深める取り組みなどの家庭教育への支援を通して、家庭や地域の教育力

向上、子どもたちの活動の活性化と健全育成を目指します。 

▼将来の鯖江、地域を支える子どもたちの社会力を高めるため、地域活動等に参加す

る機会の確保に努めます。 

▼地域の青少年健全育成体制を充実し、地域ぐるみで青少年を守り育てる環境をつく

るとともに、青少年補導体制を充実し、関係機関と連携して非行や問題行動の予

防、早期発見、早期対応に努めます。 

 

 

施策の柱 № 事業名（取り組みの名称） 担当セクション 

④ ⑴ 中学生職場体験活動支援 学校教育課 

④ ⑵ 食育学習の推進 学校教育課 

④ ⑶ 産業を体験し理解を深める学習 学校教育課 

④ ⑷ SDGs 教育の推進 学校教育課 

④ ⑸ いじめ予防プログラム 学校教育課 

④ ⑹ 地域部活動の推進 学校教育課 

④ ⑺ 児童クラブ事業 こどもまんなか課 

④ ⑻ ひとり親家庭等児童の学習支援 こどもまんなか課 

④ ⑼ 放課後子ども教室推進事業 生涯学習課 

④ ⑽ 光でつなぐ家族の絆事業 生涯学習課 

④ ⑾ ジュニア司書養成講座 文化の館 

④ ⑿ こども意見箱の設置 秘書広聴課 

④ ⒀ こどもエコクラブ活動 環境政策課 

④ ⒁ ドリームチャレンジ事業 秘書広聴課 
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施策の柱④ 家庭や地域の教育力を高める【位置付け事業一覧】 

№ 事業名（取り組みの名称） 主な事業概要 

⑴ 中学生職場体験活動支援 
【学校教育課】 

市内の中学２年生を対象に、地域の企業や団体で
実際の職場で働く経験を通じて、多様な職業に触
れる機会を提供し、職業観や勤労意欲を育むこと
を目的として実施。 

⑵ 食育学習の推進 
【学校教育課】 

子どもたちが「食」に関する正しい知識と望まし
い食習慣を身に付けるための学習や体験活動を実
施する。（野菜の栽培・学校給食への利用、伝統料
理教室の開催、朝食摂取等のアンケート等） 

⑶ 
産業を体験し理解を深める学
習 

【学校教育課】 

小学校児童が眼鏡・漆器・繊維など鯖江市の地場
産業に対して理解を深め、興味を持つことを目的
に製作体験を行う。 

⑷ SDGs 教育の推進 
【学校教育課】 

持続可能な開発目標（SDGs）を達成するために小
中学校と連携し、出前講座や講演会を通して子ど
もたちが持続可能な社会の重要性を理解し、自ら
行動する力を育む。 

⑸ いじめ予防プログラム 
【学校教育課】 

各校において年１回、小中学校の児童生徒を対象
とした弁護士によるいじめ予防授業を行うととも
に、小中学校教職員を対象とした研修会を開催し、
いじめの未然防止教育の充実を図る。 

⑹ 地域部活動の推進 
【学校教育課】 

子どもたちがスポーツや文化芸術に継続して親し
むことができる機会を確保するとともに、地域の
クラブ活動を支援し、中学校の部活動を地域全体
で支え、多様な活動を地域で展開していく。 

⑺ 児童クラブ事業 
【こどもまんなか課】 

小学生を対象にこどもたちが心身ともに健やかに
育つよう、学童保育サービスを民間保育園や施設
等に委託し、放課後や⾧期休暇等に安全で楽しい
環境を提供する。 

⑻ 
ひとり親家庭等児童の学習支
援 

【こどもまんなか課】 

ひとり親家庭や低所得家庭のこどもたちが、学習
面での支援を受けられるようにするため学習ボラ
ンティアによる学習の支援や相談環境を整えるこ
とで児童の健全育成と自立を促進する。 

⑼ 放課後子ども教室推進事業 
【生涯学習課】 

地区公民館を中心に、地域の大人の協力を得て、
学習活動やスポーツ・文化芸術活動、地域住民と
の交流活動などを行い、子どもたちに安全で安心
して過ごせる活動拠点（居場所）を提供する。 

⑽ 光でつなぐ家族の絆事業 
【生涯学習課】 

西山公園を会場に市内在住の親子でイルミネーシ
ョンを装飾するイベントを開催し、親子のふれあ
いを通して家族の絆を深め、楽しみながら青少年
健全育成を図る。 
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施策の柱④ 家庭や地域の教育力を高める【位置付け事業一覧】 

№ 事業名（取り組みの名称） 主な事業概要 

⑾ ジュニア司書養成講座 
【文化の館】 

図書館で働く司書の仕事を体験し、図書館の活用
方法や読書の楽しさを学ぶことを目的とした講座
を開催。修了した児童を「ジュニア司書」として
認定し、読書の楽しさを広く伝えてもらう。 

⑿ こども意見箱の設置 
【秘書広聴課】 

子どもたちが自分の意見を表現しやすくし、地域
や行政の施策に反映させることを目的として市内
全小中学校と市役所にこども意見箱を設置。素直
な想いを市⾧に伝えてもらい、実現を目指す。 

⒀ こどもエコクラブ活動 
【環境政策課】 

市内各小学校にて環境保全活動を行っているクラ
ブを支援し、活動交流会を実施する。それぞれの
活動の成果を共有し 子どもたちが環境問題に関
心を持ち、自ら考えて行動する力を育てる。 

⒁ ドリームチャレンジ事業 
【秘書広聴課】 

市内の小中学生を対象に実現したい「夢」を募集
し、行政や企業が連携してその夢の実現を目指す
ことで、子どもたちが夢に向かって挑戦する気持
ちを育み、ふるさと鯖江への愛着を深める。  
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基本施策Ⅰ 「人づくり」のための学びの提供 

 

 

 

 

▼伝統産業や食文化等も含めて、地域に根ざした文化遺産を保存・継承するととも

に、その魅力に気づかれないままに埋もれている地域の文化遺産を掘り起こし、市

民共有の宝として磨きをかけ、発信します。 

▼地域において長く守り伝えられてきた有形、無形の文化財を、ふるさと学習や観光

資源として活用します。 

▼子どもから高齢者まで、すべての人が気軽に文化・芸術を鑑賞し、参加、創造する

ことができるよう環境整備を進めます。 

▼一人ひとりが文化の担い手として主体的に活動できるよう人材育成を進め、個性豊

かな新しい文化の共創に努めます。 

 

 

施策の柱 № 事業名（取り組みの名称） 担当セクション 

⑤ ⑴ まちなか芸術祭事業 文化課 

⑤ ⑵ 鯖江市美術展開催事業 文化課 

⑤ ⑶ まなべ DE わくわく !! アートフェスタ 文化課 

⑤ ⑷ 芸術文化活用プログラム まちなかミュージアム 文化課 

⑤ ⑸ やんしき保存協会による活動 文化課 

⑤ ⑹ 近松が生まれ育ったまちさばえの発信 文化課 

⑤ ⑺ 文化財解説看板の設置 文化課 
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施策の柱⑤ 文化遺産を活かすとともに新たな文化を創造する【位置付け事業一覧】 

№ 事業名（取り組みの名称） 主な事業概要 

⑴ まちなか芸術祭事業 
【文化課】 

第 7 代鯖江藩主・間部詮勝公が拓いた嚮陽渓
（現・西山公園）を舞台に、公募作品を含めた
アートの野外展示やワークショップなど、誰も
が楽しめる参加型芸術祭を開催。 

⑵ 鯖江市美術展開催事業 
【文化課】 

まなべの館と嚮陽会館の２会場にて実施し、ギ
ャラリートークや美術に親しむ「気がるにあー
と展」も併催。ワークショップを通して芸術文
化に携わる人材育成を図る。 

⑶ 
まなべ DE わくわく !! アート
フェスタ 

【文化課】 

伝統文化、歴史、芸術、産業など地域の資源や
特性を生かした分野を含めた文化芸術を総合
的に体験できる学びの場として、ワークショッ
プを開催する。 

⑷ 
芸術文化活用プログラム まち
なかミュージアム 

【文化課】 

まなべの館（博物館）にて多くの来館者を誘致
できるよう、市の芸術・文化資源を最大限に活
用し、市の魅力について情報発信する企画展や
催事を継続的に展開していく。 

⑸ やんしき保存協会による活動 
【文化課】 

市の無形民族文化財である「やんしき踊り」の
保存と普及のため、「やんしきの集い」や「やっ
しきまつり」、地域のイベントや学校での指導
を通じて伝統芸能を次世代に伝えていく活動。 

⑹ 
近松が生まれ育ったまちさば
えの発信 

【文化課】 

郷土の偉人である劇作家の近松門左衛門を顕
彰する事業を実施するとともに、近松が生まれ
育った地として、その歴史と文化を広く紹介す
ることで市の魅力を発信する取り組み。 

⑺ 文化財解説看板の設置 
【文化課】 

文化財を多くの市民に知ってもらい、保存等に
ついての理解を深めるとともに、文化財の魅力
を広く発信することで、観光客の満足度を高
め、本市の歴史や文化を分かりやすく伝える。 
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基本施策Ⅱ 学びを広げ、深める「つながりづくり」のための環境整備 

 

 

 

 

▼人生 100 年時代の到来や、グローバル化、技術革新の進展、価値観の多様化等に

伴い、市民の学びの目的、学び方は大きく変化しています。市民の多種多様な学習

ニーズに対応し、市民が、自らの学びをより深められるよう、関係機関・団体等と

の連携を図りながら、体制の整備・拡充に努めます。 

▼地域人材の発掘・育成等の人づくりに努めるとともに、学びの成果が地域づくりに

つながるよう、体制の整備・拡充に努めます。 

▼幅広いスポーツ種目を指導できる人材の確保、育成に努めます。 

▼市民主役のまちづくりの基盤である地域の個性を活かすとともに、世代、性別等を

越えたさまざまな立場の人々が助け合い支え合いながら、継続して活動していくこ

とのできる体制の整備・拡充に努めます。 

 

 

施策の柱 № 事業名（取り組みの名称） 担当セクション 

⑥ ⑴ 公民館運営協議会の設置 生涯学習課 

⑥ ⑵ 社会教育委員会の設置 生涯学習課 

⑥ ⑶ 社会教育団体による活動の振興支援 生涯学習課 

⑥ ⑷ 市民主役条例推進委員会 市民主役推進課 

⑥ ⑸ 市民協働推進会議 市民主役推進課 

⑥ ⑹ 市民参加型デジタルプラットフォーム 市民主役推進課 

⑥ ⑺ スポーツ指導者資格の取得サポート スポーツ課 

⑥ ⑻ さばえの里山資源利活用プロジェクト 農林政策課 

⑥ ⑼ オープンデータの活用推進 デジタル推進課 

⑥ ⑽ 鯖江市文化協議会 文化課 

⑥ ⑾ 移住就職者に対する支援 総合政策課 
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施策の柱⑥ 社会教育･生涯学習に関する推進体制を整備する【位置付け事業一覧】 

№ 事業名（取り組みの名称） 主な事業概要 

⑴ 公民館運営協議会の設置 
【生涯学習課】 

社会教育法に基づき設置。教育委員会が委嘱する。
各地区における社会教育・生涯学習推進について、
幅広く地区住民の意見を聴き、地域の実情や住民
の意思を反映した公民館運営を行うために設置。 

⑵ 社会教育委員会の設置 
【生涯学習課】 

社会教育法および鯖江市社会教育委員条例に基づ
き、教育委員会が委嘱する。地域・行政・団体・
学校とのつなぎ役として本市における社会教育・
生涯学習の推進することを目的とする。 

⑶ 
社会教育団体による活動の振
興支援 

【生涯学習課】 

青少年や成人に対して教育活動を行う組織的な教
育活動に対し、団体の活動の振興を図るため、助
成や助言を行い、本市において今後社会教育を担
う人材の育成を進めていく。 

⑷ 市民主役条例推進委員会 
【市民主役推進課】 

条例推進組織を官民協働で立ち上げ、市民主役の
まちづくりを効果的に進めるため、事業の検討や
それぞれの分野で情報を集約し、広く発信してい
くための仕組みづくりや拠点づくりを進める。 

⑸ 市民協働推進会議 
【市民主役推進課】 

市⾧が委嘱した市民協働推進会議委員がまちづく
り推進条例の具現化のため、市民との協働による
新しい公共サービスの創造と市民活動によるまち
づくりを推進する。 

⑹ 
市民参加型デジタルプラット
フォーム 

【市民主役推進課】 

市民活動のデータベース化による可視化と、市民
の声を政策に反映させるプラットフォームを整備
するなど、デジタル化による積極的な市民参加の
まちづくりを進める。 

⑺ 
スポーツ指導者資格の取得サポ
ート 

【スポーツ課】 

ジュニアアスリートの育成や障がい者スポーツの
促進に向けて、指導者の育成や資格取得のための
助成制度を創設するなど、各種スポーツ団体と連
携・協働し、人材の確保・育成を行います。 

⑻ 
さばえの里山資源利活用プロジ
ェクト 

【農林政策課】 

里山の自然環境を保全しながら、地域の文化や産
業を発展させることを目的として、ジビエ料理の
提案や放任果樹の適正管理などを進めながら地域
の活性化を目指す取り組み。 

⑼ オープンデータの活用推進 
【デジタル推進課】 

人口動態や交通量など、市が保有するデータを公
開し、市民や企業が自由に利用できるようにする
ことで、地域の活性化や市民の生活をより便利で
豊かにすることを目指す。 

⑽ 鯖江市文化協議会 
【文化課】 

市内の文化・芸術・学術団体や文化に関心を持つ
人々と連携し、地域の文化活動を支援および開催
するとともに、文化の発展を目指し活動する人材
の育成を行う。 
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施策の柱⑥ 社会教育･生涯学習に関する推進体制を整備する【位置付け事業一覧】 

№ 事業名（取り組みの名称） 主な事業概要 

⑾ 移住就職者に対する支援 
【総合政策課】 

東京圏への過度な一極集中の是正および県外から
の若者および子育て世帯の移住定住を促進し、市
内中小企業の人手不足解消のため、本市への移住
支援を行う。 
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基本施策Ⅱ 学びを広げ、深める「つながりづくり」のための環境整備 

 

 

 

 

▼様々な情報を皆が共有し、時間や場所にとらわれず、いつでもどこでも学ぶことが

できるよう、ＩＣＴを活用し、使いたい時に場所を選ばず誰もが利用できる学習機

会の提供に努めます。 

▼価値多様化や情報化が進展する社会に対応した知の集積・発信拠点として、図書館

（文化の館）等の機能の充実を図ります。 

▼性別、年齢、障がいの有無に関わらず、誰もがいつまでも気軽にさまざまなスポー

ツに親しむことができる環境の整備に努めます。 

▼生涯スポーツの発展を図るため、総合型スポーツクラブとの連携など、青少年期か

ら幅広いスポーツ種目に取り組める機会の確保に努めます。 

 

 

施策の柱 № 事業名（取り組みの名称） 担当セクション 

⑦ ⑴ 地区公民館での各種学級の実施 生涯学習課 

⑦ ⑵ 鯖江市はたちのつどいの開催 生涯学習課 

⑦ ⑶ 鯖江つつじマラソンの開催 スポーツ課 

⑦ ⑷ 総合型地域スポーツクラブとの連携 スポーツ課 

⑦ ⑸ 開放学校の開催 スポーツ課 

⑦ ⑹ 障がい者向けのスポーツ振興 スポーツ課 

⑦ ⑺ 青空おはなし会 文化の館 

⑦ ⑻ さばえつつじまつりの開催 交通・にぎわい創出課 

⑦ ⑼ さばえ門前まつりの開催 交通・にぎわい創出課 

⑦ ⑽ えきライブラリーの整備運営 交通・にぎわい創出課 

⑦ ⑾ 交流寺プロジェクト 市民主役推進課 

⑦ ⑿ いきがい講座事業 ⾧寿福祉課 

⑦ ⒀ 介護予防普及啓発事業 ⾧寿福祉課 

⑦ ⒁ さばえＳＤＧｓの発信（さばえ SDGs フェス） 総合政策課 

⑦ ⒂ 目の健康づくり 健康づくり課 
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施策の柱⑦ いつでも･どこでも･だれでも･たのしく学べる環境を充実させる【位置付け事業一覧】 

№ 事業名（取り組みの名称） 主な事業概要 

⑴ 
地区公民館での各種学級の実
施 

【生涯学習課】 

実生活に即する教育、学術および文化に関する各
種学級や講座を実施、開催することで、地域にお
ける「つどう」「まなぶ」「むすぶ」ことを促し、
社会教育による課題解決や地域活性化を促す。 

⑵ 鯖江市はたちのつどいの開催 
【生涯学習課】 

本市出身のはたちの若者を対象に、人生の節目を
祝福し、責任ある大人への自覚を促すとともに、
ふるさと愛を深め、地域社会への関心を促す。 

⑶ 鯖江つつじマラソンの開催 
【スポーツ課】 

家族や友人と一緒に楽しみながら参加できる市民
マラソン大会を開催することにより、市民の健康
づくり・体力づくりを図るとともに、イベントを
通じて、市の魅力を発信し、地域の活性化を図る。 

⑷ 
総合型地域スポーツクラブと
の連携 

【スポーツ課】 

市内 3 つのクラブにおいて、市民ニーズに応じた
スポーツ教室を開催し、子どもから大人まで誰も
が気軽に参加できる活動を支援し、市内スポーツ
人口の増加および生涯スポーツの振興を図る。 

⑸ 開放学校の開催 
【スポーツ課】 

市民がスポーツを楽しむ機会を提供するために、
市内小学校（12 校）、中学校（3 校）の体育館お
よび校庭を生涯スポーツ振興の地域拠点として開
放する。 

⑹ 障がい者向けのスポーツ振興 
【スポーツ課】 

障がいのある方々がスポーツを楽しみ、地域でス
ポーツを通じて心身の健康や生きがいを共有でき
るよう、機会の提供を行い、自立と社会参加を広
げていく。 

⑺ 青空おはなし会 
【文化の館】 

こどもの読書支援イベントとして、文化の館前交
流広場にて絵本の読み聞かせを行うイベントを実
施。地域の子どもたちや家族が楽しい遊びと学び
の場を共有し、家族での交流を深めてもらう。 

⑻ さばえつつじまつりの開催 
【交通・にぎわい創出課】 

実行委員会を組織し、西山公園のつつじを観光素
材とした市への観光誘客を促進し定着を図るとと
もに、イベントを通じて市の観光振興および地場
産業の活性化に向けた情報発信を行う。 

⑼ さばえ門前まつりの開催 
【交通・にぎわい創出課】 

めがねミュージアムで開催される「めがねフェス」
と西山公園で開催される「SDGｓフェス」の導線
にある商店街で、誰もが楽しめるイベントを開催
し、商店街の賑わい創出を図る。 

⑽ えきライブラリーの整備運営 
【交通・にぎわい創出課】 

はぴライン鯖江駅構内にサテライト図書館機能を
備えた学習スペースや気軽に利用できるフリーペ
ースを整備し、ひとが集いみんなが楽しく利用で
きるにぎわいある駅を目指す。 
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施策の柱⑦ いつでも･どこでも･だれでも･たのしく学べる環境を充実させる【位置付け事業一覧】 

№ 事業名（取り組みの名称） 主な事業概要 

⑾ 交流寺プロジェクト 
【市民主役推進課】 

国籍、年齢、性別問わず共存できるまちづくりを
推進するため、様々な交流活動を実施し、外国人
が訪れやすいまちを目指す。 

⑿ いきがい講座事業 
【長寿福祉課】 

60 歳以上の市民が、健康で生きがいのある生活を
見つけるための「いきがい講座」を開催。参加を
通じて、交流の輪を広げることで、生きがいを作
り、心身の健康を保つことを目指す。 

⒀ 介護予防普及啓発事業 
【長寿福祉課】 

介護予防普及啓発事業は、高齢者が要介護状態に
なるのを防ぐための取り組み。安心・⾧寿出前講
座や体力測定など介護予防に関する知識や情報を
管理し提供する。 

⒁ 
さばえＳＤＧｓの発信（さばえ
SDGs フェス） 

【総合政策課】 

行政、企業、学校が取り組むＳＤＧｓの行動の見
える化や、ものづくり産地としての活動などを広
く発信するとともに市民参加型の「さばえ SDGs
フェス」を開催する。 

⒂ 目の健康づくり 
【健康づくり課】 

乳幼児健診の際に視力検査を行い、視力不良の早
期発見に努める。また保護者に対しメディア等の
適正利用を指導するとともに「めがねのまちの目
のけんこう体操」の普及啓発を行う。 
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基本施策Ⅱ 学びを広げ、深める「つながりづくり」のための環境整備 

 

 

 

 

▼教育施設の適切な維持管理や長寿命化改修などを行い、安全で安心して学べる環境

整備を行います。 

▼市民・各種団体・企業など様々な関係者との連携・協働により、持続可能な学校教

育ならびに社会教育の実現を目指します。 

▼市民がいつでも快適に学べる場を確保するため、生涯学習関連施設の適切な維持管

理と機能の充実に努めます。また、社会教育・生涯学習に関する情報を収集し、そ

れらの情報を多くの市民に分かりやすく発信することに努めます。 

▼高齢者が自ら学び地域社会活動への参画を図るため、全国に誇れる高年大学の充実

など、生涯学習環境の整備に努めます。 

 

 

施策の柱 № 事業名（取り組みの名称） 担当セクション 

⑧ ⑴ 地区公民館施設の環境整備 生涯学習課 

⑧ ⑵ 高年大学の管理運営 生涯学習課 

⑧ ⑶ 各スポーツ施設の適切な管理 スポーツ課 

⑧ ⑷ 文化の館（図書館）の管理運営 文化の館 

⑧ ⑸ まなべの館（博物館）の管理運営 文化課 

⑧ ⑹ 文化センターの管理運営 文化課 

⑧ ⑺ 児童センターの管理運営 こどもまんなか課 

⑧ ⑻ 夢みらい館・さばえの管理運営 ダイバーシティ推進・相談課 

⑧ ⑼ エコネットさばえの管理運営 環境政策課 

⑧ ⑽ SDGｓ推進センターの管理運営 総合政策課 

⑧ ⑾ 地域ではぐくむ「子どものびのび広場」の整備 生涯学習課 

 

 

 

 

  



38 
 

施策の柱⑧ 人生１００年の学びを支える【位置付け事業一覧】 

№ 事業名（取り組みの名称） 主な事業概要 

⑴ 地区公民館施設の環境整備 
【生涯学習課】 

地域のコミュニティを強化し、世代間交流を促す
ため、施設の大規模改修工事を計画的に実施する
とともに、時代のニーズに合った施設として公民
館運営協議会など地域の声を踏まえ進めていく。 

⑵ 高年大学の管理運営 
【生涯学習課】 

多様なテーマの講座を提供し、知識や技能の向上
を図りつつ、生涯学習によって地域の高齢者が仲
間づくりの輪を広げながら、健康⾧寿と社会貢献
を図ることを目的とする。 

⑶ 各スポーツ施設の適切な管理 
【スポーツ課】 

市民に多様な運動・スポーツの機会を提供するた
め、各施設の管理については、指定管理者等と連
携し、⾧寿命化計画案に基づき、適切な維持管理
を行い、安全で安心な利用環境の確保に努める。 

⑷ 文化の館（図書館）の管理運営 
【文化の館】 

図書館サービスを中心に地域文化の発信を行うと
ともに、さまざまなイベントやサービスを実施。
時代に対応した施設の管理・運営を実施し、市民
の教育と文化の発展に寄与する。 

⑸ 
まなべの館（博物館）の管理運
営 

【文化課】 

博物館機能を通して誰もが気軽に学べる環境を提
供しつつ、博物館活動（歴史、芸術、民俗等の調
査、研究、収集、保管、展示等）に努め、市民の
主体的な文化活動の推進と振興に寄与する。 

⑹ 文化センターの管理運営 
【文化課】 

市民の文化活動の拠点として、情報の収集・提供、
活動人材の育成を実施。なお、施設は市民が利用
しやすいサービスを提供するため、指定管理者が
管理・運営をしている。 

⑺ 児童センターの管理運営 
【こどもまんなか課】 

地域の子どもたちが、安全・安心に過ごせる場所
を提供し、放課後児童クラブや各種事業を実施す
ることで心身ともに健やかな子どもに育つことを
目的とする。 

⑻ 夢みらい館・さばえの管理運営 
【ダイバーシティ推進・相談課】 

女性の福祉増進および男女共同参画推進のための
重要な拠点として、指定管理者と連携しながら、
ダイバーシティを推進するため意識の醸成や啓発
活動を行う。 

⑼ エコネットさばえの管理運営 
【環境政策課】 

市内における環境保全を担う人づくりや情報発信
などを目的とした施設。指定管理者が施設の管理
運営を行い、市や市民団体と連携して環境教育事
業を推進している。 

⑽ 
SDGｓ推進センターの管理運
営 

【総合政策課】 

市民や企業、学校、団体等さまざまなステークホ
ルダーが連携し、SDGs の理念を広め、市民によ
る具体的な行動を促すことを目的とした拠点施設
の運営を行うことで、SDGs の達成を目指す。 
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施策の柱⑧ 人生１００年の学びを支える【位置付け事業一覧】 

№ 事業名（取り組みの名称） 主な事業概要 

⑾ 
地域ではぐくむ「子どものびの
び広場」の整備 

【生涯学習課】 

各地区公民館に地域の子育て世帯が気軽に集い交
流できる居場所を整備することにより、子育て中
の親たちが孤立せず、地域全体で子育てを支える
環境を整える。 
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基本施策Ⅲ 学びの成果を「地域づくり」に活かす仕組みづくり 

 

 

 

 

▼社会教育の重要性が高まる中、次世代を担う子どもや若者たちが、地域の課題に向

き合い、主体的に考え、解決に向けて行動できる自律性を伸ばします。 

▼若者たちの声に耳を傾け、地域の中に若者の「居場所」と「舞台」を創造しなが

ら、まちづくりに参画する若者の育成に取り組みます。 

▼若者の活動を支援するため、同世代とのふれあいや地域社会との接点の場をつく

り、連帯感の創出や社会参加を促します。 

▼社会教育・地域コミュニティの中核施設としての役割を果たしている地区公民館

を、「人づくり・つながりづくり・地域づくりの好循環」による持続可能な地域づく

りを目指す場として充実に努めます。 

 

 

施策の柱 № 事業名（取り組みの名称） 担当セクション 

⑨ ⑴ 鯖江市役所 JK 課プロジェクト 市民主役推進課 

⑨ ⑵ 若者による地域活性化 市民主役推進課 

⑨ ⑶ めがねのまちさばえ探究活動 市民主役推進課 

⑨ ⑷ 鯖江高校×立教大学 人材還流事業 市民主役推進課 

⑨ ⑸ 地域おこし協力隊による地域間交流推進事業 市民主役推進課 

⑨ ⑹ ユーカルさばえ講座運営 生涯学習課 

⑨ ⑺ 地区公民館はたちの若者交流会の開催 生涯学習課 

⑨ ⑻ ティーンズチャレンジ応援プロジェクト 生涯学習課 

⑨ ⑼ 地域おこし協力隊によるイノベーション推進 総合政策課 
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施策の柱⑨ 社会教育の担い手を拡大するとともに、青年層の参画を促す【位置付け事業一覧】 

№ 事業名（取り組みの名称） 主な事業概要 

⑴ 鯖江市役所 JK 課プロジェクト 
【市民主役推進課】 

「自分たちがやりたいことをやる」をコンセプト
に、JK（女子高校生）が中心となって、市民や団
体と連携しながら、地域課題の解決やイベント企
画など、さまざまな活動を実施。 

⑵ 若者による地域活性化 
【市民主役推進課】 

地域活性化プランコンテストや学生連携事業な
ど、市内外の若者のアイデアと行動力を活かした
まちづくりを推進。全国の大学生や地元の高校生
がアイデアを提案し、その具現化を目指す。 

⑶ めがねのまちさばえ探究活動 
【市民主役推進課】 

連携協定を結ぶ大学の学生と協働で、本市の紹介
および地場産業・地場産品のＰＲを実施し、認知
度向上を図る。また鯖江高校での探究活動におい
て、講師の派遣や活動への協力を行う。 

⑷ 
鯖江高校×立教大学 人材還
流事業 

【市民主役推進課】 

高校と大学、自治体の 3 者連携による、将来の地
域活動の担い手育成を主眼にした、地域人材育成
還流事業を実施する。 

⑸ 
地域おこし協力隊による地域
間交流推進事業 

【市民主役推進課】 
鯖江市外の人材を活用し、地域での世代間交流に
よる関係人口創出に向けた交流事業を推進する。 

⑹ ユーカルさばえ講座運営 
【生涯学習課】 

勤労青少年の福祉の増進を目的としてクラブ活動
やレクリエーションを実施。若者が楽しく学び、
交流できる場を提供することで、地域の活性化を
図る。 

⑺ 
地区公民館はたちの若者交流
会の開催 

【生涯学習課】 

「はたちのつどい」式典終了後、各地区公民館に
て旧友や恩師と再会するイベントを開催。若者た
ちが地域に愛着を持ち、将来的な U ターン就職や
地域貢献のきっかけとなることを目指す。 

⑻ 
ティーンズチャレンジ応援プ
ロジェクト 

【生涯学習課】 

学生（ティーンズ）が自分たちの暮らす地域課題
や活性化に向けて課題解決のアイデアを、公民館
や地域団体等が連携してサポートし、実現を応援
するプロジェクト。 

⑼ 
地域おこし協力隊によるイノ
ベーション推進 

【総合政策課】 

市外の人材を活用し、地域の活性化とイノベーシ
ョン推進に向けたさまざまな活動を推進するとと
もに、市外の人々と地域とをつなぐことで、本市
への定住および定着を促進する。 
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基本施策Ⅲ 学びの成果を「地域づくり」に活かす仕組みづくり 

 

 

 

 

▼市民は、まちづくりの主役として光り輝きながら、さまざまな地域課題に対応する

ボランティアや市民活動に積極的に参加するよう努めます。 

▼人々が社会の中でより安全・安心に生きていくためには、地域コミュニティは必要

不可欠なものです。このため、地域の特性を活かした活力あるコミュニティづくり

を目指し、社会教育関係団体の育成に努めるとともに、地域振興に関する学習機会

の充実や、地域社会とのつながりを持つことができる場の提供、学びを通じた世代

間交流の促進等に努めます。 

▼社会教育・生涯学習を通じた「まちづくり」の推進に向け、学びの成果を地域に還

元するとともに、コミュニティ形成やボランティア活動の推進に資するネットワー

クづくりに向けた取り組みを設定します。 

▼奉仕体験や地域活動への参加等を通して、子どもたちが進んで地域に貢献しようと

する心やボランティア精神の醸成を図り、市民活躍のまちづくりの担い手を育てま

す。 

 

 

施策の柱 № 事業名（取り組みの名称） 担当セクション 

⑩ ⑴ ＮＰＯ法人育成支援 市民主役推進課 

⑩ ⑵ 融和と協働のまちづくり事業 市民主役推進課 

⑩ ⑶ 地区まちづくり計画の支援 市民主役推進課 

⑩ ⑷ 市民協働まちづくり基金事業 市民主役推進課 

⑩ ⑸ 災害ボランティアセンター連絡会 防災危機管理課 

⑩ ⑹ 民生委員児童委員協議会連合会運営補助 社会福祉課 

⑩ ⑺ 障がい者の自立と社会参加の促進 社会福祉課 

⑩ ⑻ ご近所福祉ネットワーク推進 社会福祉課 

⑩ ⑼ ブックフェス開催事業 文化の館 
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施策の柱⑩ 地域コミュニティ・ボランティア活動を促進する【位置付け事業一覧】 

№ 事業名（取り組みの名称） 主な事業概要 

⑴ ＮＰＯ法人育成支援 
【市民主役推進課】 

市民協働の市民側の担い手である市民活動団体の
組織力や活動基盤を強化し、協働のまちづくりに
よる地域社会の発展を推進する。 

⑵ 融和と協働のまちづくり事業 
【市民主役推進課】 

各地区や各町内が自主的に取り組む個性的な地域
づくりや地域の活性化を支援する。住民参加によ
るまちづくりと地域の自立を促す。 

⑶ 地区まちづくり計画の支援 
【市民主役推進課】 

住民自らが考え、実践するための手段として、地
区まちづくり計画の策定を支援。地域の課題を解
決し、地域の特性を活かした個性あふれるまちづ
くりを推進する。 

⑷ 市民協働まちづくり基金事業 
【市民主役推進課】 

市民団体や地域のまちづくり団体等が、自主・自
発的に行うまちづくりに役立つ公益的な事業に対
して助成を行い、市民活動の新たな担い手育成と
市民主役のまちづくりの発展につなげていく。 

⑸ 
災害ボランティアセンター連
絡会 

【防災危機管理課】 

大規模災害時に被災地でのボランティア活動を円
滑に進めるための拠点として設置。市社会福祉協
議会が中心となり、地域のボランティア活動に携
わる方々と協力して運営。 

⑹ 
民生委員児童委員協議会連合
会運営補助 

【社会福祉課】 

市内４つの民生委員児童委員協議会の相互の連絡
協調と、円滑な民生委員児童委員協議会活動の推
進を図るとともに、各民生委員児童委員による住
民福祉の向上を図るための活動を支援する。 

⑺ 
障がい者の自立と社会参加の
促進 

【社会福祉課】 

障がい者が地域社会で自立した生活を送り、積極 
的に社会活動に参加できるようにするため、スポ 
ーツ・レクリエーション教室の開催や点訳・朗読・ 
手話奉仕員の養成を支援する。 

⑻ ご近所福祉ネットワーク推進 
【社会福祉課】 

町内などの小地域で支援を必要とする人をいち早
く発見し、地域が力を合わせてお互いが負担にな
らない範囲で、声かけ、訪問、見守りなどしてい
くための仕組みづくりを推進する。 

⑼ ブックフェス開催事業 
【文化の館】 

本が好きな人たちが集まり、情報交換などをする
ことで新たなコミュニティの形成を促すととも
に、本に親しむ文化の厚さが感じられるような地
域づくりに向けて、市民と協働でイベントを開催。 
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基本施策Ⅲ 学びの成果を「地域づくり」に活かす仕組みづくり 

 

 

 

 

▼市民が市政に主体的な参加を果たし、未来に夢と希望の持てる鯖江の実現に向け、

市民と市が共に汗を流すという意志と、それを実現するために市の施策の基本とな

る事項を定めることにより、自分たちのまちは自分たちがつくるという市民主役の

まちづくりを進めます。 

▼地域全体で社会教育・生涯学習の推進に取り組むことで、そこで得られた知識やス

キルが自己肯定感や自己実現の機会を提供することで、個人が成長し、その成長を

通じて高まった課題解決能力をもって、持続可能な社会全体の発展を支えつなげて

いきます。 

▼「教育は、個人を豊かにすることに始まり、社会を豊かにすることを目指す」こと

を、社会教育・生涯学習に関わるすべての人たちが共有すべき指針として掲げ、市

民が地域の課題解決に積極的に参加し、協働する仕組みを作ります。 

 

 

施策の柱 № 事業名（取り組みの名称） 担当セクション 

⑪ ⑴ 市民まちづくり応援団養成講座 市民主役推進課 

⑪ ⑵ 市民提案による参加と協働のまちづくり 市民主役推進課 

⑪ ⑶ サバヌシ会議 市民主役推進課 

⑪ ⑷ 市民主役アワード 市民主役推進課 

⑪ ⑸ 防災士・防災リーダースキルアップ研修 防災危機管理課 

⑪ ⑹ めがねのまちさばえ応援事業 総合政策課 

⑪ ⑺ さばえ SDGs 部設置事業 総合政策課 

⑪ ⑻ わが街環境美化事業（道路・河川里親制度） 土木課 
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施策の柱⑪ 「市民力」・「地域力」を高める学びの場を提供する【位置付け事業一覧】 

№ 事業名（取り組みの名称） 主な事業概要 

⑴ 
市民まちづくり応援団養成講
座 

【市民主役推進課】 

まちづくりに意欲のある人材の掘り起こしや持続
可能な地域運営の基盤づくりのため、講座やワー
クショップを開催。コーディネート人材を「応援
団」としてグループ化し地域で活躍してもらう。 

⑵ 
市民提案による参加と協働の
まちづくり 

【市民主役推進課】 

市民や市民団体が積極的にまちづくりに参加し、
主体となって地域の課題解決や活性化を提案し、
行政と協力して地域の未来を共に創造するための
取り組み。 

⑶ サバヌシ会議 
【市民主役推進課】 

市民を市の株主に見立て「サバヌシ」とし、市民
主役所構想の実現に向けて、通年型でワークショ
ップ等を開催し議論を重ね、市民主役のまちづく
りへのさらなる機運を高めていく。 

⑷ 市民主役アワード 
【市民主役推進課】 

市民が推薦する「市民主役な活動」を行う個人や
団体を表彰する。受賞者の活動内容を広く紹介し、
他の市民にもその取り組みを知ってもらう機会を
提供。 

⑸ 
防災士・防災リーダースキルア
ップ研修 

【防災危機管理課】 

防災士・防災リーダーの資質向上を図るためのス
キルアップ研修を開催し、自主防災活動において
リーダーシップを発揮してもらうことで、地域防
災力の向上を図る。 

⑹ めがねのまちさばえ応援事業 
【総合政策課】 

本市のシティプロモーション活動を推進する民間
企業や団体をめがねのまちさばえ応援企業・団体
として認定し、地域の魅力を発信するとともに地
域経済の活性化を図る。 

⑺ さばえ SDGs 部設置事業 
【総合政策課】 

SDGs に関心ある高校生・大学生等が参加し、
SDGs の各目標への理解を深めながら、「マイ
SDGs」を見つけて、各自でやりたいこと達成した
いことを見つけて具体的に行動する。 

⑻ 
わが街環境美化事業（道路・河川
里親制度） 

【土木課】 

市管理の道路や河川の美化や保全活動を、地区民
や団体が自主的に行う。地域の環境を守り、住み
やすい街づくりに貢献することで地域の連帯感が
強まり、コミュニティの絆を深めてもらう。 
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第６章 計画の推進 

 

１ 推進体制  

本計画の推進にあたっては、市民を中心として、行政・学校・家庭・地域の

人材および団体・企業・ＮＰＯ等の様々な主体（ステークホルダー）が連携・

協働することが重要と考えます。 

このことから、本市における社会教育・生涯学習に関する施策の総合的かつ

計画的な推進を図るため、教育委員会と市長部局関係部署職員にて構成される

「（仮称）鯖江市社会教育・生涯学習推進本部」において、連絡・調整・協議

などを行い、相互に連携・協力できる体制を強化していきます。 

また、本計画に示した基本的な方針や施策等が、広く市民に理解・共有され

るよう、積極的な情報発信および広報を行います。 

 

 

 

２ 計画の進捗管理  

 本計画は広域な範囲にわたるため、先述の「（仮称）鯖江市社会教育・生涯

学習推進本部」において、各セクション等が実施する社会教育・生涯学習推進

関連事務事業の進捗状況等の進行管理を行います。 

また、「鯖江市社会教育委員会」の意見を聴きながら、ＰＤＣＡサイクル

（計画－実行－検証－改善）により実践を継続することで、本計画を着実に推

進します。 
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社会教育・生涯学習推進に関連するＫＰＩ（成果指標） 

※鯖江市デジタル田園都市構想総合戦略（2024～2028 年度）より抜粋 

ＫＰＩ（成果指標）  現状値  目標値  

■地域や社会をよくするために 

何かしてみたいと思う人の 

割合 

小学校６年生 

８２．４％ 

令和 5（2023）年度 

小学校６年生 

８２．０％ 

令和 10（2028）年度 

中学校３年生 

６２．９％ 

令和 5（2023）年度 

中学校３年生 

６２．０％ 

令和 10（2028）年度 

■将来の夢や目標を持っている 

人の割合  

小学校６年生 

８３．６％ 

令和 5（2023）年度 

小学校６年生 

８４．０％ 

令和 10（2028）年度 

中学校３年生 

６９．４％ 

令和 5（2023）年度 

中学校３年生 

７０．０％ 

令和 10（2028）年度 

■公民館活動参加者数  
４０，０００人 

令和 4（2022）年度 

４１，０００人 

令和 10（2028）年度 

■高年大学活動参加者数  
１１，０００人 

令和 4（2022）年度 

１２，０００人 

令和 10（2028）年度 

■各地区のまちづくり計画の 

策定済数 

１地区 

令和 4（2022）年度 

３地区 

令和 11（2028）年度 

■まちづくりの提案をする 

団体数 

５２地区 

令和 4（2022）年度 

６０地区 

令和 10（2028）年度 

■元気生活率 

（全高齢者に占める介護認定を 

受けていない人の割合） 

８４．４％ 

令和 4（2022）年度 

８３．０％ 

令和 10（2028）年度 

参 考 
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参 考 資 料 
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■ 鯖江市社会教育・生涯学習推進計画策定委員名簿 

 

順不同・敬称略 

（１２名） 

氏 名 所 属 区分 

小澤
おざわ

 正信
まさのぶ

 鯖江市社会教育委員会 委員長 

二木
に き

 佐緒里
さ お り

 防災士ネットワークさばえ 副委員長 

若 泉
わかいずみ

 馨
かおる

 鯖江市校長会  

爲沢
ためざわ

 剛
つよし

 鯖江市社会教育委員会  

友永
ともなが

 英宣
ひでのぶ

 鯖江市公民館長会  

三橋
みつはし

 里子
さとこ

 一般社団法人 鯖江市スポーツ協会  

関本
せきもと

 光浩
みつひろ

 さばえＳＤＧｓ推進センター  

八田
はった

 登師男
と し お

 特定非営利活動法人 さばえＮＰＯサポート  

姫野
ひめの

 貴子
たかこ

 夢みらい館・さばえ  

若 林
わかばやし

 みゆき 
鯖江市地域で育む子育て支援ネットワーク 

委員会 
 

畑中
はたなか

 雅博
まさひろ

 特定非営利活動法人 エコプラザさばえ  

吉村
よしむら

 直美
なおみ

 市民公募  
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■ 鯖江市社会教育・生涯学習推進計画策定委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 鯖江市社会教育・生涯学習推進計画（以下「計画」という。）の策定を行うた

め、鯖江市社会教育・生涯学習推進計画策定委員会（以下「策定委員会」という。）

を設置する。 

（所掌事項） 

第２条 策定委員会の所掌事項は、次に掲げるとおりとする。 

(１) 計画の策定に関すること。 

(２) 前号に掲げるもののほか、計画の策定に必要な事項 

（組織） 

第３条 策定委員会は、１２人以内の委員をもって組織する。 

２ 委員は、次の各号に掲げる者をもって構成し、教育委員会が委嘱する。 

(１) 学識経験者 

(２) 社会教育または生涯学習に関わる機関および団体の関係者 

(３) 公募による市民 

(４) その他教育委員会が必要と認める者 

（委員長および副委員長） 

第４条 策定委員会に委員長および副委員長をそれぞれ１人置く。 

２ 委員長および副委員長は、委員の互選によりこれを定める。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき、または欠けたときはその職

務を代理する。 

（任期） 

第５条 委員の任期は、委嘱の日から計画策定の日までとする。 

（会議） 

第６条 策定委員会の会議は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長が決する。 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、策定委員会の運営について必要な事項は、委員

長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和６年 9月１日から施行する。 

（招集の特例） 

２ この要綱の施行後最初に開かれる策定委員会の会議は、第６条第１項の規定にかか

わらず教育委員会が招集する。 
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■ 鯖江市社会教育・生涯学習推進計画策定の経緯 

 

年  月 内  容 

令和 5（2023）年 
6 月 23 日（金） 

教育委員会より社会教育委員会に対し、「第２期教育の振興に関す
る施策の大綱」の実現に向けた新しい社会教育・生涯学習の推進に
ついて諮問 

令和 6（2024）年 
1 月 23 日（火） 

社会教育委員会より教育委員会に対し答申 
社会教育・生涯学習により市民力・地域力を底上げするため、推進
計画および推進本部の設置が求められる 

9 月 1 日（日） 社会教育・生涯学習推進計画策定委員会設置要綱 施行 

9 月 19 日（木） 
社会教育・生涯学習推進庁内連絡会 開催 
・計画策定に至った経緯および計画の骨子（案）について 

9 月 24 日（火） 
【第１回】策定委員会 
・委員委嘱、計画策定の経緯および計画の骨子（案）について 
・今後の計画策定スケジュール（案）について 

10 月 15 日（火）～ 
10 月 29 日（火） 

計画への位置付け事業調査（市⾧部局および教育委員会各課等） 

11 月 14 日（木） 

【第２回】策定委員会 
・「『市民力』と『地域力』で目指そう!ウェルビーイング社会」と
題し、合同ワークショップを実施（参加者:策定委員、社会教育委
員、庁内連絡会委員、公民館職員等） 

令和 7（2025）年 
2 月 18 日（火） 

【第 3 回】策定委員会 
・基本目標および施策の柱と各事業の位置付け（案）について協議 

3 月 1 日（土） 鯖江市社会教育研究集会にて、計画の策定状況について中間報告 

3 月 24 日（月）～ 
3 月 27 日（木） 

計画への位置付け事業に関する各課ヒアリング 
（市⾧部局および教育委員会各課等） 

4 月 11 日（金） 
【第 4 回】策定委員会 
・計画（案）について協議 

5 月８日（木） 
【第 5 回】策定委員会 
・計画（案）について協議 

5 月 22 日（木）～ 
6 月 4 日（水） 

パブリックコメント実施 

6 月 18 日（水） 
【第 6 回】策定委員会（書面開催） 
・計画（案）の確認について 

6 月 26 日（木） 『鯖江市社会教育・生涯学習推進計画』策定・公表 
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■ 鯖江市社会教育・生涯学習推進計画策定の風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

社会教育委員会から答申（R6.1.23） 庁内連絡会（R6.9.19） 

第 1 回策定委員会（R6.9.24） 合同ワークショップ（R6.11.14） 

社会教育研究集会での中間報告（R7.3.1） 第 3 回策定委員会（R7.2.18） 
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「第２期教育の振興に関する施策の大綱」の実現に向けた 

新しい社会教育・生涯学習の推進について（答申） 

「市民力・地域力を底上げする社会教育・生涯学習」 

 

 

国全体が少子化による激しい人口減少、急速な高齢化、グローバル化やデジタル化の進展

など、今だかつてない変革期を迎えています。地域においても、人口減少に伴う消費の減少

などにより 経済の縮小や地方財政の悪化、コミュニティの希薄化など、様々な課題があり

ます。今後は人口減少や長寿化が一層進み、さらに大きな社会の変革の波が訪れようとして

います。 

 鯖江市は市制施行以来、順調に人口増加が続いてきましたが、令和３（2021）年度をピ

ークに減少傾向に転じています。また、鯖江市における高齢化率は、国や県平均と比べると

低い状態で推移しているものの、年々高くなっています。 

鯖江市においても、人口減少や少子高齢化、コロナ禍の影響により、ご近所づきあいや地

域行事への参加、町内や地縁組織などへの参画が衰退するなど、地域コミュニティの希薄化

が顕著になっています。また、各種団体の後継者不足、育成や、若者の地域参加も大きな課

題となっています。 

一人ひとりがより豊かな人生を送ることのできる持続可能な社会づくりを進めるために

は、行政のみならず企業や大学、団体、個人など様々な主体がそれぞれの立場から主体的に

取り組むことが必要となります。特に地域においては、行政＝サービスの提供者 、

住民＝サービスの享受者という二分論の役割分担によるのではなく、住民自らが担い手とし

てその運営に主体的に関わっていくことが、これまで以上に重要となります。 

  

（令和 6 年 1 月 23 日 鯖江市社会教育委員会） 
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社会教育・生涯学習の拠点となる公民館は、住民同士が「つどう」「まなぶ」「むすぶ」こ

とを促し、人づくり・地域づくりに貢献しています。鯖江市では、この考え方を基本とし、

今後目指す新しい社会教育・生涯学習の基本目標を「人づくり・つながりづくり・地域づく

りの好循環」とします。これは、学びと実践活動を繰り返し継続することで、個人を豊かに

し、そして繋がりをつくり、それが地域を豊かにする、この循環を創造していこうとするも

のです。 
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具体的な施策・事業（案）  
 

【施策１】社会教育・生涯学習に関する 

概念の意識改革 

＜具体的な事業の例＞ 

(1)連続研修会の実施 

(2)公民館職員会議の活性化 

(3)市長、教育長による社会教育・生涯学習推進

のトップセールス 

(4)（仮称）社会教育推進本部の設置 

(5)社会教育推進計画の策定 

(6)公民館の利用拡大 

 

【施策２】学校教育と社会教育の連携 

＜具体的な事業の例＞ 

(1)ふるさと教育によるポジティブ教育の推進 

(2)高校生、大学生の社会教育実践研究の場を

提供 

(3)探究授業など、公民館と高校が連携 

(4)鯖江市役所ＪＫ課との連携・協力 

 

【施策３】 社会教育の担い手の拡大 

＜具体的な事業の例＞ 

(1)市長部局や企業、地域活動団体等による社会

教育の提供 

(2)区長会、区長会ＯＢやまちづくり団体との協働 

(3)生涯学習者の底辺拡大と社会教育者の創出 

(4)団体活動のＰＲ 

【施策４】青年層への社会教育のアプローチ 

＜具体的な事業の例＞ 

(1)ＩＣＴを活用した情報の受発信（ＷＥＢ、ＳＮＳなど） 

(2)２０～３０代向けイベントの実施 

(3)今の時代にあった事業の企画（e スポーツなど） 

 

【施策５】公民館運営協議会の改革 

＜具体的な事業の例＞ 

(1)委員構成の見直し（青年、壮年、パパママ世代な

ど） 

(2)会議の熟議化（追認型の会議から熟議への転換） 

(3)社会教育委員（前任と現任）と公民館のつながり強

化 

(4)各種団体のつながりを生かした事業の企画・実施 

 

【施策６】公民館職員の働き方改革 

＜具体的な事業の例＞ 

(1)事務・事業の棚卸し 

(2)公民館職員顕彰規定の制定 

(3)国立社会教育実践センター等への研修派遣 

(4)公民館同士の横の連携 

(5)公民館職員の処遇改善と人材の確保 

(6)公民館への専門アドバイザー派遣の検討 
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（まとめ）新しい社会教育・生涯学習が目指すもの 

 第２期教育大綱の基本理念は「ふるさとさばえに自信と誇りの持てる教育」です。 

鯖江市が育んできた豊かな自然や歴史・伝統・文化に加え、先人の残した豊富な資

産や宝に「市民力」があります。この「市民力」、ひいては「地域力」を底上げでき

るのは、社会教育・生涯学習に他なりません。 

 本答申では、社会教育・生涯学習の推進拠点施設である公民館に関する事項を取

り上げていますが、社会教育施設全般においても、同様の考え方で市民の学びを支

え、豊かな地域づくりを目指す必要があると考えます。本答申が、鯖江市の人づく

り、つながりづくり、地域づくりにつながる諸施策の参考になれば幸いです。 

 市内各地区では、ふるさと愛の醸成に向けて、地区の特性を生かした様々な事業

が実施されています。今年度の市内における各種事業・イベント等では、コロナ禍以

前のにぎわいや市民の笑顔が戻ってきています。 

 この笑顔を次世代につないでいけるよう、新しい社会教育・生涯学習の理念の下

で、ふるさとを愛する人が一人でも多く育ち、地域課題解決を自分事として捉え、

活躍してくれることを期待しています。 

 そして、私たちのふるさとさばえが、いつまでも幸せに暮らす人たちの笑顔であ

ふれることを願っています。 
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第２期教育の振興に関する施策の大綱 

 

 

～ふるさとさばえに自信と誇りの持てる教育～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月 

鯖 江 市 
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教育の振興に関する施策の大綱改定にあたって 

 

 本市において最初の「教育の振興に関する施策の大綱」（以下「教育大綱」と

いう。）が定められた平成２７年から、すでに７年が経過しており、本格的な人

口減少時代の到来やコミュニティの希薄化による地域課題は、今後ますます顕

在化するものと考えられます。 

 

また、自然災害の大規模化や市民ニーズの多様化・複雑化、ＩＣＴの普及など、

市民生活や教育を取り巻く環境は大きく変化しており、新たな時代に対応しな

がら、これからも市民一人ひとりが幸せな生活を送るためには、住民自らが地域

運営の担い手として主体的に関わることが重要です。 

 

これらを踏まえ、今般の改定にあたっては、これまでの教育大綱の基本理念を

継承しつつ、第２期鯖江市まち・ひと・しごと創生総合戦略推進にかかる先導的・

横断的な２つの方針である「育てやすい 暮らしやすいまちづくり」「みんな輝く 

市民活躍のまちづくり」や、各種団体等の意見を集約する中で導き出されたキー

ワードとして「多様性（ダイバーシティ）」「強靭性（レジリエンス）」「ＤＸ（デ

ジタルトランスフォーメーション）の推進」を新たな観点として、現行の大綱を

見直すこととしました。 

 

本市ではこれまでも、子どもたちが生涯にわたって健全な心と身体を培い、豊

かな人間性を育む教育に積極的に取り組み、自分の夢の実現に向かってしっか

り努力し、ふるさとさばえの発展を志向できる子どもの育成に注力してきまし

た。今後も、子どもたちの「生きる力」を育む学校教育を推進するとともに、幅

広い分野で多くの市民の皆様に子どもたちの「学び」と「育ち」を支えていただ

いていることから「地域とともにある学校」に努めてまいります。 

 

また、本市の宝である「市民力」をさらに高めていただくため、市民の皆様の

「学びの機会を広げる」「教育の質を高める」といった観点から、社会教育の推

進が今まで以上に重要になります。現在も社会教育・地域コミュニティの中核施

設としての役割を果たしている公民館においては、人づくりにとどまらず、つな

がりづくりを進め、環境、地域福祉、防災など、住民の自助・共助による持続可

能な地域づくりを目指します。 

 

今後、新しい教育大綱の下で、学校教育と社会教育の２本柱を核に、人生１０

０年時代を見据え、子どもから大人まで「ふるさとさばえに自信と誇りの持てる

教育」を推進し、教育による持続可能な「笑顔があふれるめがねのまちさばえ」

の実現を目指します。 
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 本市は、第２期鯖江市まち・ひと・しごと創生総合戦略に掲げる基本コンセプ

ト『世界のめがねの聖地ＳＡＢＡＥの確立』を踏まえ、本市が育んできた豊かな

自然や歴史・伝統・文化、先人の残した豊富な資産や宝を活かし、子どもから大

人まで「ふるさとさばえに自信と誇りの持てる教育」を推進します。 

 

 

 

 

 

この大綱が対象とする期間は、令和４年度から令和８年度までの５か年とし

ます。 

 

 

 

 

 

【教育行政におけるＳＤＧｓの推進について】 

  鯖江市は、国連が定めた持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を推進しています。 

  この大綱を推進するにあたり、教育行政においてもＳＤＧｓを意識した施策を展開

し、持続可能なまちづくりを目指します。 

 施策展開に向けた８つの基本目標 

１ ふるさとを学ぶ 

２ 生きる力を身につける 

３ 子育てと学校と地域を切れ目なくつなぐ 

４ 家庭や地域の教育力を高める 

５ 文化遺産を活かすとともに新たな文化を創造する 

６ いつでも・どこでも・だれでも・たのしく学ぶ 

７ いつでも・どこでも・だれでも・いつまでも気軽にスポーツを楽しむ 

８ 人生１００年の学びを支える 

１ 鯖江市の教育の基本理念 

ふ る さ と さ ば え に 自 信 と 誇 り の 持 て る 教 育 

２ 大綱の期間 

３ 施策の基本目標 
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(1) 先人から受け継いだ郷土の歴史、伝統、文化、産業、自然、環境等について、

体験活動を推進し、子どもたちが自ら進んで学ぶふるさと学習や地域の人々

とのふれあいを通して、ふるさとへの愛着と誇りを養うとともに、地域の課題

と向き合い、地域文化を受け継ぎ、発展させる重要な一員であるという自覚を

育みます。 

 

(2) 社会的・職業的な自立に向けてキャリア教育の推進を図るとともに、ものづ

くり体験、職場体験等を通して、地域産業の優れた技術や最先端技術による新

分野への進出を体感することで将来性を理解し、ふるさとさばえで働く意識

を高める教育を進めます。 

 

 

 

 

 

(1) 豊かな人間性の育成をめざして、道徳教育の充実、人権意識の醸成に努めま

す。 

 

(2) 「主体的・対話的で深い学び」の実現に取り組み、自ら考える力を育むとと

もに、学力の向上を図ります。 

 

(3) 情報活用能力の育成を図るための環境を整えるとともに、ＩＣＴを活用し

た学習活動の充実を通して、教育の情報化を進めます。また、グローバルな人

材（地元の発展に貢献できる人材や国際社会で活躍できる人材）育成に取り組

みます。 

 

 (4) 食育を通して、健康な心身の育成や伝統的な食文化の継承を図るとともに、

食の恵みに対する感謝の心や「食と環境」「地産地消」など社会的課題に向き

合う心を育てます。 

 

(5) 児童生徒に読書の楽しさや知ることの喜びを学習させ、豊かな感受性や人

間性を育てます。 

 

(6) 生活の基礎となる体力・気力の充実を図るため、運動好き、体育好きの子ど

もたちの育成と生涯スポーツへの意識高揚を図ります。 

１ ふるさとを学ぶ 

２ 生きる力を身につける 
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(7) 奉仕体験や地域活動への参加等を通して、子どもたちが進んで地域に貢献

しようとする心やボランティア精神の醸成を図り、市民活躍のまちづくりの

担い手を育てます。 

 

(8) 自らの命を守る防災教育を推進し、危険を予測し、回避する能力を高めると

ともに、通学路の危険箇所の点検・対策の実施等、子どもたち周辺の安全対策

を図ります。 

 

(9) 子どもたちが安心して学校生活を送れるよう、自己肯定感の向上や友達同

士で支え合える人間関係づくりを進めるとともに、家庭や地域、関係機関等と

連携しつつ、いじめ防止や不登校対策などの生徒指導上の課題に組織的に取

り組みます。 

 

(10) 共生社会の実現に向けた特別支援教育を推進するとともに、障がいの有無

や様々な家庭環境に関わらず、すべての子どもたちの学びを社会全体で支え

る環境づくりに努めます。 

 

(11) ２０３０年の地球を担う今の子どもたちに国連が定めた持続可能な開発

目標（ＳＤＧｓ）を理解する学習を取り入れ、身近なところから考え、自分事

として行動するきっかけづくりを進めます。 

 

 

 

 

 

(1) 幼児教育・保育に対する多様なニーズに応えるため、地域の実情を考慮しな

がら、保育所と幼稚園の機能をあわせもつ認定こども園への移行に取り組み

ます。 

 

(2) 地域の幼児が気軽に遊びにくることができる地域に開かれた保育所（園）・

幼稚園・認定こども園づくりの取り組みを進めます。 

 

(3) すべての子どもたちが健やかに育ち、元気で就学していくために、家庭や地

域との連携による取り組みや、小学校との学びのつなぎを進め、幼児教育の環

境整備に努めます。 

 

  

３ 子育てと学校と地域を切れ目なくつなぐ 
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(1) 家族の絆を深める取り組みなどの家庭教育への支援を通して、家庭や地域

の教育力向上、子どもたちの活動の活性化と健全育成を目指します。 

 

(2) 将来の鯖江、地域を支える子どもたちの社会力を高めるため、地域活動等に

参加する機会の確保に努めます。 

 

(3) 地域の青少年健全育成体制を充実し、地域ぐるみで青少年を守り育てる環

境をつくるとともに、青少年補導体制を充実し、関係機関と連携して非行や問

題行動の予防、早期発見、早期対応に努めます。 

 

(4) 若者の活動を支援するため、同世代とのふれあいや地域社会との接点の場

をつくり、連帯感の創出や社会参加を促します。 

 

(5) 社会教育・地域コミュニティの中核施設としての役割を果たしている公民

館を、人づくりにとどまらず、環境、地域福祉、防災など、住民の自助・共助

による持続可能な地域づくりを目指す場として充実に努めます。 

 

 

 

 

 

(1) 伝統産業や食文化等も含めて、地域に根ざした文化遺産を保存・継承すると

ともに、その魅力に気づかれないままに埋もれている地域の文化遺産を掘り

起こし、市民共有の宝として磨きをかけ、発信します。 

 

(2) 地域において長く守り伝えられてきた有形、無形の文化財を、ふるさと学習

や観光資源として活用します。 

 

(3) 子どもから高齢者まで、すべての人が気軽に文化・芸術を鑑賞し、参加、創

造することができるよう環境整備を進めます。 

 

(4) 一人ひとりが文化の担い手として主体的に活動できるよう人材育成を進め、

個性豊かな新しい文化の共創に努めます。 

 

  

５ 文化遺産を活かすとともに新たな文化を創造する 

４ 家庭や地域の教育力を高める 
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(1) 市民一人一人の学習意欲の高まりやニーズに応え、多様な学習メニューを

提供するとともに、ＩＣＴの活用等による開かれた学習機会の提供に努めま

す。 

 

(2) 市民や各種団体等との協働により、市民が歴史遺産に触れる機会や教養を

身に付ける場を提供し、市民活躍による賑わいのあるまちづくりを目指しま

す。 

 

(3) 高齢者が自ら学び地域社会活動への参画を図るため、全国に誇れる高年大

学の充実など、生涯学習環境の整備に努めます。 

 

(4) 地域人材の発掘・育成等の人づくりに努めるとともに、学びの成果が地域づ

くりにつながるよう、生涯学習体制の整備・拡充に努めます。 

 

(5) 価値多様化や情報化が進展する社会に対応した知の集積・発信拠点として、

図書館（文化の館）等の機能の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

(1) 生涯スポーツの発展を図るため、総合型スポーツクラブとの連携など、青少

年期から幅広いスポーツ種目に取り組める機会の確保に努めます。 

 

(2) 性別、年齢、障がいの有無に関わらず、誰もがいつまでも気軽にさまざまな

スポーツに親しむことができる環境の整備に努めます。 

 

(3) 幅広いスポーツ種目を指導できる人材の確保、育成に努めます。 

 

 

 

 

 

(1) 教育施設の適切な維持管理や長寿命化改修などを行い、安全で安心して学

べる環境整備を行います。 

６ いつでも・どこでも・だれでも・たのしく学ぶ 

７ いつでも・どこでも・だれでも・いつまでも気軽にスポーツを楽しむ 

８ 人生１００年の学びを支える 
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(2) 人生１００年の学びを支える教職員や社会教育現場で働く人たちが、やり

がいを持って働ける環境を整備します。 

 

(3) 市民・各種団体・企業など様々な関係者との連携・協働により、持続可能な

学校教育ならびに社会教育の実現を目指します。 
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■ 鯖江市民主役条例 

平成２２年３月２６日 

条例第１号 

鯖江の地には、先人の礎のもと育み築かれた歴史、伝統、文化、産業、そして豊かな

自然とすばらしい環境があります。 

地域社会の在り方や生活のスタイルが多様化する中、これらの貴重な宝を受け継ぎ、

更に新たな価値を加えることで、住みたい、住んでよかつたと思える鯖江を創造し、子

や孫たちに手渡していかなければなりません。 

わたしたち（市民および市をいう。以下同じ。）は、市民一人一人の前向きな小さな

声を集め建設的な大きな声とすることにより、思いを一つにし、ふるさとの再生に向け

て喜びや痛みを共有、共感できるまちづくりを目指していきます。 

ここに市民の参加と協働で、未来への夢と希望が広がる鯖江をつくるために、この条

例を制定します。 

（目的） 

第１条 この条例は、市民が市政に主体的な参加を果たし、未来に夢と希望の持てる鯖

江の実現に向け、市民と市が共に汗を流すという意志と、それを実現するために市の

施策の基本となる事項を定めることにより、自分たちのまちは自分たちがつくるとい

う市民主役のまちづくりを進めることを目的とします。 

（基本理念） 

第２条 わたしたちは、まちづくりの主役は市民であるという思いを共有し、責任と自

覚を持つて積極的にまちづくりを進めます。 

２ わたしたちは、まちづくりの基本は人づくりであることを踏まえ、それぞれの経験

と知識をいかし、共に学び、教え合います。 

３ わたしたちは、自らが暮らすまちのまちづくり活動に興味、関心を持ち、交流や情

報交換を進めることで、お互いに理解を深め、協力し合います。 

４ 市は、協働のパートナーとしてまちづくりに参加する市民の気持ちに寄り添い、そ

の意思を尊重するとともに、自主自立を基本とした行政運営を進めます。 

（ふるさと学習） 

第３条 わたしたちは、ふるさとを愛する心を育むとともに、先人から受け継いだ郷土

の歴史、伝統、文化、産業、自然、環境等を、自ら進んで学ぶふるさと学習を進める

ことにより、家庭、地域、学校が連携しながら、子どもも大人も一緒に人づくりに努

めます。 

（鯖江ブランド創造） 

第４条 わたしたちは、ふるさと学習で学んだ成果を基に、これらをふるさとの宝とし

て更に磨きをかけることにより、自信と誇りの持てる鯖江ブランドをつくり出し、鯖

江らしさを全国に発信するとともに、市民主役のまちづくりにいかすよう努めます。 
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（ふるさと産業） 

第５条 わたしたちは、地元で作られた農林商工業の産品を、業種や産業を越えて鯖江

ブランドとして磨き上げ、競争力と発信力のあるふるさと産業をつくり出し、活性化

するよう努めます。 

（地産地消） 

第６条 わたしたちは、魅力あるふるさとの産品を率先して流通を図り、利活用するこ

とで、産業全体の地産地消を進め、ふるさと産業の活性化やまちの活力を産み出す運

動に取り組むよう努めます。 

（地域づくり） 

第７条 市民は、市民主役のまちづくりの基盤である地域の個性をいかすとともに、世

代、性別等を越えたさまざまな立場の人々が助け合い支え合いながら、継続して活動

していくことのできる自主自立の地域づくりに努めます。 

（ボランティア、市民活動） 

第８条 市民は、まちづくりの主役として光り輝きながら、さまざまな地域課題に対応

するボランティアや市民活動に積極的に参加するよう努めます。 

（情報の集約、発信） 

第９条 わたしたちは、市民主役のまちづくり施策を効果的に進めるため、ふるさと産

業、地域づくり、ボランティア、市民活動等それぞれの分野で情報を集約し、広く発

信していくための仕組みづくりや拠点づくりに努めます。 

（市民と行政の情報共有） 

第１０条 市は、積極的な情報公開や情報提供の運用を進めるとともに、パブリックコ

メント、審議会、タウンミーティング、ワークショップ等を通じ、市民との間で情報

の共有化、活用を図るよう努めます。 

（市民参画） 

第１１条 わたしたちは、市民自らが誇りややりがいを持つて、市政や地域経営に直接

携わることができるような仕組みづくりを進めることで、まちづくりの計画からその

実施、評価までの各段階に応じ、継続した市民参画を実現するよう努めます。 

（条例の自己点検、見直し） 

第１２条 わたしたちは、市民の意識や社会の変化に応じて、自主的にこの条例の自己

点検や見直しを行うよう努めます。 

附 則 

この条例は、平成２２年４月１日から施行する。 
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■市民意見募集（パブリックコメント） 
 

「（仮称）鯖江市社会教育・生涯学習推進計画（素案）」を公表し、市民の皆様から

の意見を募集しました。 

 

１ 市民意見募集の実施概要 

⑴ 募集期間 

令和 7年 5月 22 日（木）から 6月 4日（水）まで【14 日間】 

⑵ 資料の公開場所 

市公式ホームページ、本庁舎１階市民ホール、教育委員会事務局生涯学習課、各

地区公民館、鯖江市高年大学、ユーカルさばえ 

⑶ 意見提出方法 

所定または任意の様式を用いて、意見・住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、

生涯学習課に直接持参か、郵送、電子メール、郵送、ファクシミリまたは、オンラ

インフォームからの回答により提出。 

⑷ 意見等を提出できる方 

  市内在住、在勤、在学の方 

※匿名の場合には意見として取り扱いません。 

※口頭、電話等による意見の受付は行いません。 

※ご意見等の概要を公表する際、個人情報は公開いたしません。 

 

２ 市民意見募集の実施結果 

⑴ 意見提出者数 

４名 

⑵ 意見件数 

９件 

⑶ 素案修正 

なし 

 

３ 提出いただいた意見の取扱い 

「提出いただいた意見の内容」および「意見に対する市の考え方」については、

取りまとめの上、市公式ホームページ上および本庁舎１階市民ホール、教育委員会

事務局生涯学習課にて公表しました。 
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